
Title 虞世南の帝王略論について
Sub Title
Author 尾崎, 康(Ozaki, Yasushi)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 1966

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.5 (1966. ) ,p.185- 224 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-00000005-

0185

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


虞
世
南
の
帝
王
略
論
に
つ
い
て

尾

崎

康

東
洋
文
庫
所
蔵
の
貴
重
書
の
ひ
と
つ
に
、

「
帝
王
略
論
」
が
あ
る
。

唐
の
「
太
子
中
舎
人
弘
文
館
学
士
虞
世
南
奉
勅
撰
」
、

玉
巻
の
う

ち
巻
一
、
二
、

四
の
三
軸
を
存
し
、
鎌
倉
時
代
後
期
ご
ろ
の
写
本
で
、
文
永
七
年
に
総
州
菅
家
本
を
書
写
し
た
と
本
奥
書
が
あ
り
、
金
沢

文
庫
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
七
年
、
こ
の
本
が
東
洋
文
庫
の
所
蔵
に
帰
す
る
と
、
内
藤
湖
南
博
士
は
い
ち
は
や
く
「
帝

王
略
論
の
発
見
」
と
題
し
て
新
聞
紙
上
に
紹
介
の
労
を
と
ら
れ
た
。

そ
の
な
か
で
す
で
に
実
見
し
て
写
真
に
と
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
。
ハ
リ
国
立
図
書
館
の
ベ
リ
オ
将
来
の
敦
煙
本
の
う
ち
に
、

「
帝
王
論
」
と
題
す
る
巻
一
、
二
の
後
、
前
半
、
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
二
ほ
ど
の
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

(
3
)
 

あ
い
は
神
田
喜
一
郎
博
士
が
持
ち
か
え
ら
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
影
印
が
行
な
わ
れ
て
い
J

る。

王
重
民
氏
の
解
説
が

帝
王
略
論
の
現
存
本
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
二
本
の
み
で
あ
ろ
う
。
旧
唐
書
の
経
籍
志
は
史
部
雑
史
類
に
、
新
唐
書
と
宋
史
の
芸
文
志
は

子
部
雑
家
類
に
、

日
本
国
見
在
書
目
は
雑
史
家
に
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
書
を
著
録
す
る
が
、

い
ず
れ
も
「
玉
巻
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

一
八
五



一
八
六

巻一二、

五
の
両
巻
は
散
伏
し
た
ら
し
い
が
、
近
年
ま
で
残
存
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
、

と
く
に
巻
五
は
、
京
都
の
佐
々
木
竹
萄
楼
が
取
扱

っ
た
記
録
が
あ
り
、
今
後
、
出
現
の
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
王
重
民
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
が
唐
の
越
悲
の
「
長
短
経
」
と
、
お
な
じ
く
馬
総
の
「
通
歴
」
と
に

引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
両
書
か
ら
「
唐
文
拾
遺
」
巻
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
帝
王
略
論
は
、
歴
代
帝
王
の
事
蹟
を
略
述
し
、
そ
れ
に
論

評
を
加
え
た
も
の
で
、

と
く
に
そ
の
論
に
こ
の
書
の
特
徴
が
あ
る
が
、
両
書
に
引
く
と
こ
ろ
は
こ
の
論
の
み
で
あ
っ
て
、
東
洋
文
庫
蔵
の

旧
金
沢
文
庫
本
に
欠
巻
の
巻
三
、

五
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
巻
三
の
半
分
ほ
ど
に
あ
た
る
三
国
時
代
の
数
章
を
除
い
て
、

ほ
と
ん
ど
が
こ

の
両
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
帝
王
略
論
の
概
要
が
知
ら
れ
て
三
十
余
年
を
経
過
し
た
が
、

そ
の
後
、
詳
し
い
解
説
も
行
な
わ
れ
ず
、

と
く
に
そ
の

本
文
の
内
容
に
言
及
し
た
も
の
を
み
な
い
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
東
洋
文
庫
蔵
本
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
パ
リ
国
立
図
書
館

の
敦
爆
本
に
つ
い
て
は
、
昨
夏
、
同
館
に
赴
い
て
実
際
に
閲
覧
さ
れ
た
竹
田
龍
児
教
授
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
、
帝
王
略
論
の
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。

ー
ー

虞
世
南
の
帝
王
略
論
撰
述
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

そ
の
序
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
唐
朝
の
覇
業
が
成
り
、

四
囲
も
平
定
さ

れ
た
の
で
、
こ
こ
で
「
往
代
の
興
亡
を
盤
、
前
修
の
得
失
を
覧
」
て
、
歴
代
帝
王
の
「
治
乱
の
跡
、
賢
愚
の
ニ
貫
を
説
」
き
、

「
其
の
明

ら
か
な
る
者
は
軌
範
と
為
す
べ
く
、
昏
き
者
は
襲
戒
と
為
」
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

ま
ず
「
略
日
」
と
し
て
各
帝
王

の
事
蹟
を
略
述
し
、

つ
い
で
斉
国
の
一
公
子
が
上
国
に
知
微
先
生
を
訪
い
、
こ
の
興
喪
の
理
の
な
お
疑
滞
の
あ
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
い



う
問
答
体
を
と
っ
て
、

「
公
子
日
」
、
「
先
生
日
」
と
し
て
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。

「
帝
王
略
論
」
の
書
名
は
、

そ
の
故
に
名
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
金
沢
文
庫
本
を
は
じ
め
、
両
唐
志
以
下
の
書
目
は
、
九
世
紀
末
成
立
の
日
本
国
見
在
書
目
を
含
め
て
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
名

を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
敦
憧
本
は
巻
一
、
二
の
後
、
前
半
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
両
巻
の
尾
、
首
題
は
「
帝
王
論
」
で
あ
る
。
劉
知

幾
の
史
通
巻
十
六
に
も
「
虞
世
南
帝
王
論
」
と
あ
り
、

そ
の
原
注
に
巻
四
最
末
の
論
を
引
用
し
て
い
る
。
。
ハ
リ
所
在
の
敦
煙
本
は
未
見
で

あ
る
が
、
写
真
に
よ
る
か
ぎ
り
で
は
唐
代
の
写
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
史
通
は
唐
の
景
龍
四
年
(
七
一

O
)
の
成
立
で
あ
る
。

ま
た
太
平
御
覧
巻
百
二
十
九
偏
覇
部
南
斉
粛
宝
巻
の
項
に
、

「
唐
秘
書
監
虞
世
南
公
子
先
生
論
云
」
と
し
て
論
の
部
分
だ
け
が
一
条
引

用
さ
れ
て
お
り
、
巻
首
の
経
史
図
書
綱
目
に
も
「
虞
世
南
公
子
先
生
論
」
と
な
っ
て
い
る
。
秘
書
監
は
虞
世
南
晩
年
の
官
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
様
の
書
名
が
み
ら
れ
る
。
唐
代
に
「
帝
王
論
」
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
も
な
く
、

「
公
子
先
生
論
」
は
そ
れ
以
上
に
直

裁
的
で
あ
る
が
、
本
文
の
構
成
を
み
る
と
、
略
と
論
は
有
機
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
や
は
り
「
帝
王
略
論
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
通
歴
は
巻
三
以
前
を
欠
い
て
序
文
が
な
く
、
引
用
に
際
し
で
も
書
名
を
あ
げ
て
い
な
い
し
、
長
短
経
も
同
様
で
あ
る
。
唐
文
拾

遺
が
冒
頭
に
「
論
略
」
と
題
し
て
い
る
の
も
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
帝
王
略
論
の
成
立
の
時
期
を
、
撰
者
虞
世
南
の
経
歴
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

虞
世
南
、
宇
は
伯
施
、
越
州
余
桃
の
人
で
、

(

4

)

(
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そ
の
伝
は
旧
唐
書
巻
七
十
二
、
新
唐
書
巻
百
二
に
あ
る
。
祖
検
、
父
蕩
は
南
朝
に
仕
え
、

一
八
七



一
八
八

世
南
は
陳
の
永
定
八
年
(
五
五
八
〉
に
生
ま
れ
た
。
兄
の
世
基
と
と
も
に
学
を
顧
野
主
に
受
け
、
書
を
沙
問
の
智
永
に
学
び
、
俊
秀
を
も

っ
て
、
晋
の
陸
機
、
雲
の
兄
弟
に
方
び
称
さ
れ
た
と
い
う
。
顧
野
王
は
玉
篇
三
十
巻
の
著
者
と
し
て
名
高
い
が
、
国
史
を
掌
し
、
通
史
要

略
一
百
巻
、
国
史
紀
伝
二
百
巻
の
執
筆
を
企
画
し
て
、
こ
れ
は
成
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
陳
書
三
巻
を
撰
し
て
い
一
匁
博
学
と
称
さ
れ
る

が
、
と
く
に
史
学
に
通
じ
た
と
い
う
世
南
の
学
風
は
、

こ
の
学
者
に
師
事
し
た
こ
と
が
大
き
く
働
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
智
永
は

王
義
之
の
書
を
善
く
し
、

そ
の
真
草
千
字
文
の
真
蹟
本
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
(
東
大
寺
献
物
〉
、
世
南
は
、
当
時
す
で
に
そ
の
体

を
妙
得
し
て
名
声
を
博
し
て
い
た
と
い
う
。

陳
が
滅
ん
で
兄
弟
と
も
に
陪
に
入
り
、
大
業
初
(
六
O
玉
l
)
世
南
は
秘
書
郎
と
な
り
、
北
堂
書
紗
百
七
十
四
都

γ編
纂
し
、
起
居
舎

人
に
遷
っ
て
国
史
編
纂
の
任
に
あ
た
っ
た
。
兄
は
内
史
侍
郎
と
し
て
甥
帝
に
重
用
さ
れ
、
か
え
っ
て
そ
の
た
め
に
字
文
化
及
の
甥
帝
殺
逆

に
際
し
て
誌
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
世
南
は
、
場
帝
も
そ
の
才
を
愛
し
な
が
ら
厳
し
い
性
格
を
厭
い
、

七
品
の
ま
ま
十
年
の
あ
い
だ

据
え
お
か
れ
る
ほ
ど
に
用
い
ら
れ
ず
、
兄
の
死
に
際
し
で
も
身
を
も
っ
て
代
る
こ
と
を
請
う
た
の
で
あ
っ
た
が
、
字
文
化
及
に
納
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
化
及
を
滅
し
た
賓
建
徳
の
黄
門
侍
郎
か
ら
、
秦
王
時
代
の
唐
の
太
宗
の
参
軍
に
迎
え
ら
れ
た
。
と
き
に
、
世
南
は
六

十
才
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
弟
履
勤
倹
に
名
利
を
か
え
り
み
ず
、

ひ
た
す
ら
学
業
に
励
む
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
老
齢
に
達
し
て
、

転

し
て
王
朝
の
表
面
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
世
南
は
つ
い
に
こ
の
態
度
を
か
え
ず
、

太
宗
も

「
世
南
に
五
絶
あ
り
、

一
に
徳

行
、
こ
に
忠
直
、
三
に
博
学
、

四
に
文
辞
、

五
に
書
翰
」
と
称
賛
し
て
、
終
生
か
れ
を
信
任
し
た
。

高
祖
の
武
徳
四
年
十
月
、
太
宗
(
秦
王
)

は
、
天
下
よ
う
や
く
平
げ
る
を
も
っ
て
、
宮
城
の
西
に
文
学
館
を
設
け
、
経
籍
の
蒐
集
に
意

を
用
い
る
と
と
も
に
、
杜
知
晦
、
房
元
齢
、
子
志
寧
、
椿
亮
、
挑
思
廉
、
陸
徳
明
、
孔
頴
達
、
虞
世
南
ら
十
八
人
を
招
き
、
本
官
に
兼
ね

て
文
学
館
学
士
と
し
た
。
太
宗
は
こ
の
十
八
学
士
を
厚
遇
し
て
、
閤
立
本
に
肖
像
を
画
き
、
祷
亮
に
賛
を
作
ら
せ
、
珍
膳
を
供
給
す
る
な



ど
し
た
が
、

と
く
に
か
れ
ら
を
三
番
に
わ
け
で
更
日
に
宿
直
さ
せ
、
朝
謁
公
事
の
余
暇
を
み
て
館
中
に
赴
い
て
は
、

と
も
に
文
典
を
討
論

し
た
と
い
う
。

そ
の
な
か
で
虞
世
南
は
、
推
挙
さ
れ
て
文
学
の
宗
と
な
し
、
記
室
を
授
け
ら
れ
、
房
元
齢
と
文
翰
を
対
掌
し
た
。

武
徳
九
年
(
六
二
六
)
六
月
、

太
宗
は
、

つ
い
に
兄
の
太
子
建
成
を
殺
し
て
こ
れ
に
代
り
、

八
月
葵
亥
に
は
帝
位
に
即
い
た
。
虞
世
南

は
、
両
唐
書
本
伝
、

お
よ
び
資
治
通
鑑
巻
百
九
十
一
に
よ
れ
ば
、

そ
の
あ
い
だ
六
月
戊
辰
に
太
子
中
舎
人
に
遷
り
、
太
宗
即
位
の
の
ち

-4環境
‘，~~. 

著
作
郎
に
転
じ
、
弘
文
館
学
士
を
兼
ね
て
い
る
。

一
方
、
唐
会
要
巻
六
十
四
の
弘
文
館
の
条
に
よ
れ
ば
、
九
月
、
太
宗
は
弘
文
殿
に
ふ
た
た
び
童
書
二
十
余
万
巻
を
集
め
、
虞
世
南
ら
天

下
の
賢
良
文
学
の
士
を
招
い
て
弘
文
館
学
士
と
し
た
。
弘
文
館
は
、
実
質
的
に
は
秦
王
府
の
文
学
館
を
移
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
制
度

上
で
は
、
武
徳
四
年
正
月
に
門
下
省
に
修
文
館
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
が
こ
の
年
三
月
に
弘
文
館
と
改
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
太
宗

は
文
学
館
と
お
な
じ
よ
う
に
、
学
士
た
ち
と
文
義
を
講
論
し
、
政
事
を
商
量
し
た
が
、

こ
こ
で
は
ま
た
学
生
を
教
授
し
、
虞
世
南
は
欧
陽

拘
と
措
法
を
講
じ
た
。

と
こ
ろ
で
、
帝
王
略
論
序
が
、
こ
の
書
執
筆
の
直
接
の
動
機
を
述
べ
る
ま
え
に

伏
惟
陛
下
稽
古
則
天
、
麿
図
撫
運
、
武
功
文
徳
、
遠
粛
遡
安
。
猶
且
未
明
求
衣
、

日
冥
思
治
、
属
想
大
向
、
凝
懐
至
道
、
倣
南
風
之

在
詠
、
庶
東
戸
之
可
追
。
以
高
機
余
暇
、
留
心
墳
典
、
襲
往
代
之
興
亡
、
覧
前
修
之
得
失
。
乃
命
有
司
、
問
正
四
部
、
研
考
梯
素
、

網
羅
遺
逸
。
翰
林
冊
府
、
大
備
於
抜
。

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
太
宗
の
即
位
か
ら
弘
文
館
の
改
組
の
こ
ろ
の
情
勢
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
金
沢
文
庫
本
の
巻
首
に
「
太
子

中
舎
人
弘
文
館
学
士
虞
世
南
奉
勅
撰
」
と
あ
る
の
も
、

ほ
ぼ
こ
の
時
期
を
さ
す
。

た
だ
し
弘
文
館
学
士
を
兼
ね
た
と
き
、
虞
世
南
は
著
作
郎
に
転
じ
て
い
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
孔
子
廟
堂
碑
」
に
「
太

一
八
九
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子
中
舎
人
行
著
作
郎
虞
世
南
奉
勅
撰
井
書
」
と
自
署
し
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
碑
は
早
く
失
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
唐
代
の
拓
本
が
三
井
家
に
遺
っ
て
い
て
、
虞
世
南
の
書
法
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

碑
文
に
よ
る
と
、
孔
子
廟
は
、
武
徳
九
年
十
二
月
二
十
九
日
の
詔
勅
に
よ
っ
て
、
長
安
の
国
子
監
内
に
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、

そ
の
完
成
な
ら
び
に
虞
世
南
に
よ
る
撰
文
は
、
翌
貞
観
元
年
以
後
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
貞
観
三
年
撰
の
破
邪
論
の
序

「
太
子
中
舎
人
呉
郡
虞
世
南
撰
井
書
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
は
こ
の
官
職
名
の
た
め
に
偽
筆
説
を
も
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

lこ書
跡
は
と
も
か
く
、
撰
文
ま
で
を
偽
作
と
す
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

虞
世
南
の

「
太
子
中
舎
人
弘
文
館
学
士
」

Iま

武
徳
九
年
九
月
か
ら
貞
観
三
年
以
後
ま
で
の
範
囲
と
な

る
。
そ
し
て
、
帝
王
略
論
の
成
立
も
、

王
略
論
序
が
そ
の
あ
と
に
続
け
て

そ
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
貞
観
初
年
(
六
二
七
〉
ご
ろ
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
前
掲
の
帝

以
為
乙
部
之
書
、
其
数
不
少
、
前
後
伝
記
、
可
相
沿
襲
、
殊
塗
同
帰
、
分
流
共
貫
。
孟
堅
因
子
長
之
書
、
花
嘩
用
華
橋
之
草
。
虞
預
、

王
隠
既
日
同
文
、
謝
沈
、
山
松
曾
無
二
説
。
溝
油
擬
於
河
渠
、
恩
沢
生
於
俊
幸
、
名
異
実
問
、
其
例
非
一
。

亦
有
弗
遵
旧
体
、

務
存

新
製
、
標
益
士
之
殊
称
、
鰐
者
之
奇
名
。
載
記
始
於
郵
珍
、
雑
録
聞
於
何
盛
。
陪
目
驚
心
、
誇
時
動
俗
、
変
革
徒
繁
、
於
義
無
取
。

と
漢
代
以
来
の
正
史
を
評
し
て
い
る
の
は
、
武
徳
五
年
以
来
懸
案
で
あ
っ
た
梁
陳
北
斉
周
陪
の
玉
代
史
の
修
撰
が
、
貞
観
三
年
の
詔
勅
に

よ
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
る
、

そ
の
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
王
重
民
氏
が
、

玉
海
巻
六
十
二
所
引
の
中
興
書
目
の
貞
観
年
間
成
立
説
に
た
い
し
て

孜
唐
書
虞
世
南
伝
、
世
南
遷
太
子
中
舎
人
在
太
宗
即
位
之
前
、
然
則
撰
書
蓋
在
秦
府
時
、
非
貞
観
明

と
誤
っ
た
の
は
、
両
唐
書
本
伝
が
秦
王
府
の
文
学
館
を
宮
中
の
弘
文
館
と
混
同
し
て
い
る
の
に
拠
っ
た
た
め
で
あ
る
。



太
宗
は
か
ね
て
か
ら
文
学
館
、
弘
文
館
の
学
士
た
ち
と
文
典
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
政
事
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
議
を
交
し
て
き
た

が
、
歴
代
帝
王
の
治
政
の
得
失
に
つ
い
て
も
、
一
房
元
齢
、
貌
徴
そ
の
ほ
か
の
侍
臣
た
ち
と
し
き
り
に
論
じ
て
い
る
こ
と
が
、
貞
観
政
要
に

明
ら
か
で
あ
る
(
巻
一
政
体
、
巻
二
求
諌
、
巻
玉
論
仁
義
等
)
。
虞
世
南
と
は
と
く
に
そ
う
で
、

太
宗
重
其
博
識
、
毎
機
務
之
隙
、
引
之
談
論
、
共
観
経
史
。
世
南
雄
容
貌
儒
模
、
若
不
勝
衣
、
而
志
性
抗
烈
、
論
義
持
正
。
毎
論
及

古
先
帝
王
為
政
得
失
、

必
存
規
菰
、
多
所
補
益
。

(
旧
唐
書
本
伝
)

と
あ
る
よ
う
に
、
帝
王
略
論
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

市
宗
以
後
、
帝
王
略
論
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
、
ま
っ
た
く
資
料
が
な
い
。
両
唐
志
、
崇
文
総
目
、
中
興
館
閣
書
目
、

そ
れ
に

宋
志
等
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
宋
代
に
は
な
お
存
し
た
が
、

王
重
民
氏
の
い
う
よ
う
に
、
郡
斎
読
書
志
、
直
斎
書
録
解
題
に
は
み
え

ず
、
玉
代
以
後
伝
本
は
よ
う
や
く
稀
に
な
り
、
宋
元
ご
ろ
に
散
侠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

平
安
朝
の
わ
が
国
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

日
本
国
見
在
書
目
に
み
え
る
と
お
り
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
に
は
、
本
奥
書
に
治
承

豆
年
の
年
号
も
あ
り
(
巻
一
一
)
、
平
安
末
期
以
来
菅
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。

さ
て
、
虞
世
南
は
、

そ
の
よ
う
に
太
宗
に
厚
く
信
任
さ
れ
て
、
老
齢
を
理
由
に
辞
任
を
乞
う
て
も
許
さ
れ
ず
、
秘
書
監
永
興
県
公
と
な

り
、
弘
文
館
学
士
の
ま
ま
、
貞
観
十
二
年
(
六
三
八
)

五
月
壬
申
に
死
去
し
た
。
八
十
一
才
で
あ
っ
た
。

虞
世
南
の
著
書
は
、
北
堂
書
紗
百
六
十
巻
が
現
存
す
る
が
、

童
画
か
せ
た
と
い
う
。

し
か
し
、

ほ
か
に
虞
世
南
集
三
十
巻
が
あ
り
、
太
宗
は
と
く
に
そ
の
序
文
を
椿
亮
に

こ
の
文
集
は
早
く
散
伏
し
た
ら
し
く
て
宋
志
以
下
に
み
え
ず
、
民
国
の
張
寿
鏡
輯
の
虞
秘
監
集
一
助
か
に
収

め
ら
れ
た
遺
文
は
、

そ
の
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
虞
世
南
は
、
陪
の
起
居
舎
人
以
来
、
修
史
に
携
っ
た
こ
と
が
史
通
に
明
ら

か
で
あ
り
(
巻
二
史
官
建
置
)
、
史
書
の
著
述
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

帝
王
略
論
の
ほ
か
に
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
太

九
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平
御
覧
(
巻
二

O
時
事
部
春
下
〉
、

歳
時
広
記
(
巻
一
取
紅
花
〉
に
「
史
略
」

の
名
が
、

引
用
文
一
条
(
同
文
)
と
と
も
に
み
え
る
の
み
で
あ

る。

四

東
洋
文
庫
蔵
の
帝
王
略
論
は
、
五
巻
の
う
ち
巻
一
、
二
、

四
の
三
軸
で
、
張
即
之
風
と
い
わ
れ
る
堂
々
た
る
措
書
で
あ
り
、
巻
末
に
治

承
五
年
(
一
一
八
一
)

い
鎌
倉
時
代
後
期
の
書
写
本
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
は
な
く
、

(
巻
二
)
と
文
永
七
年
三
二
七
O
)
書
写
点
校
(
巻
一
、
二
、
玉
)
の
本
奥
書
が
あ
っ
て
、

「
帝
王
略
論
-
」
の
外
題
は
後
人
の
筆
に
な
る
。
紙
高
二
十
九
糎
。
界
高
二

文
永
を
さ
ほ
ど
隔
て
な

十
二
・
三
糎
。

界
幅
二
・
七
糎
。

料
紙
は
雁
斐
紙
で
、
紙
幅
が
約
四
十
(
一
五
行
)
、

四
十
六
(
一
七
行
)
、
五
十
四
(
二

O
行
)
糎
の
三
種

が
あ
り
、
現
在
は
各
巻
二
十
七
枚
継
ぎ
で
あ
る
が
、

正
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
、

八
、
七
枚
で
、
後
掲
の
錯
簡
の
訂
正
表
に
明
ら
か
で

あ
る
。
巻
一
首
、
巻
四
首
、
尾
の
内
題
下
部
が
、
縦
約
十
三
、
横
約
五
糎
と
大
き
く
切
り
と
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
金
沢
文
庫
印
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

内
題
は
、
初
行
に
「
帝
王
略
論
第
一
(
四
)
」

m
巻
ニ
は
第
一
葉
欠
〉
と
あ
り
、
尾
題
も
同
様
で
あ
る
。
次
行
は
一
宇
を
低
し
て
「
太
子
中

舎
人
弘
文
館
学
士
虞
世
南
奉
勅
撰
」
と
撰
者
名
が
あ
り
、
以
下
、
巻
一
は
序
、
目
次
、

巻
二
、

四
は
目
次
(
巻
二
目
次
は
実
は
巻
五
目
次
)

を
掲
げ
て
本
文
に
入
る
。
本
文
は
毎
行
十
三
字
で
、
墨
筆
の
訓
点
、

四
声
点
、
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
、
勾
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
紀
伝
点
で

あ
っ
て
、

そ
れ
は
巻
末
に
つ
ぎ
の
本
奥
書
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

巻

本
云
/
文
永
七
年
六
月
廿
日
以
総
州
菅
公
之
本
書
写
点
校
了

本
云
/
文
永
七
年
五
月
六
日
以
総
州
菅
公
氏
之
本
書
写
点
校
了

巻



巻
五

本
奥
云
/
治
承
五
年
正
月
十
一
日
見
畢

本
云
/
文
永
七
年
五
月
十
六
日
以
総
州
菅
公
氏
之
本
書
写
点
校
畢

存
判
有
之

本
奥
云
/
写
点
畢

在
判

こ
の
う
ち
巻
五
の
奥
書
と
い
う
の
は
東
洋
文
庫
蔵
本
に
現
存
す
る
わ
け
が
な
く
、
京
都
竹
琶
楼
の
「
古
籍
鑑
定
書
目
」
に
模
写
さ
れ
て

あ
る
も
の
で
、
後
述
を
要
す
る
が
、

ひ
と
ま
ず
並
記
し
て
お
く
。

こ
れ
ら
の
本
奥
書
に
よ
っ
て
、
東
洋
文
庫
現
蔵
の
金
沢
文
庫
本
は
、
文
永
七
年

(
一
二
七

O
)
に
総
州
の
菅
家
本
を
書
写
点
校
し
た
本

か
ら
、
さ
ら
に
転
写
し
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
菅
家
本
に
は
治
承
五
年

(
一
一
八
一
)

の
本
奥
書
が
み
え
る
か
ら
、
帝
王
略
論

は
、
平
安
朝
末
期
以
来
菅
原
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
転
写
本
が
金
沢
文
庫
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
の
ち
の
こ
と
を
関
靖
氏
は
、
金
沢
文
庫
の
延
安
(
一
六
七
三
l

八
O
)
の
書
目
に
こ
の
書
名
が
み
え
な
い
か
ら
、

(ロ)

庫
を
出
た
も
の
ら
し
い
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
以
前
に
文

こ
の
鎌
倉
後
期
写
本
は
み
ご
と
な
措
書
で
あ
る
が
、
異
体
字
が
き
わ
め
て
多
い
。
完
(
肉
)
の
よ
う
な
わ
が
国
中
世
に
顕
著
な
例
も
あ

る
が
、
多
く
は
中
国
の
六
朝
唐
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、

わ
が
国
に
も
行
な
わ
れ
た
字
体
で
あ
る
が
、
活
字
の
制
限
も
あ
っ
て
こ
こ
に
は
例

不
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

巻

(
正
) こ

の
本
に
は
甚
し
い
錯
簡
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
正
し
て
お
こ
う
。
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A
吐巻

右
側
が
正
し
い
順
序
で
あ
り
、
左
側
は
現
在
の
各
葉
の
順
序
(
位
置
)
で
あ
る
。
巻
一
、
ニ
が
両
巻
に
ま
た
が
っ
て
交
錯
し
て
い
る
が
、

と
く
に
巻
二
は
第
一
葉
が
欠
落
し
、

か
わ
り
に
巻
五
の
第
一
葉
(
首
数
行
欠
)
の
あ
る
こ
と
は
注
目
を
要
す
る
。

こ
の
巻
玉
の
一
葉
は
、
首
題
な
ど
首
数
行
を
欠
い
て
い
る
が
、
巻
一
、

四
の
例
に
よ
れ
ば
、
首
題
、
撰
者
名
そ
れ
に
目
次
の
初
ニ
行
の

計
四
行
の
欠
脱
と
思
わ
れ
る
。
不
完
全
な
一
葉
で
あ
る
が
、
通
歴
の
巻
玉
該
当
の
論
を
検
討
す
る
際
に
、

こ
の
目
次
の
部
分
の
存
在
は
意

味
が
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
れ
に
よ
る
と
、
通
歴
そ
の
ほ
か
一
般
の
場
合
と
異
っ
て
後
貌
、
周
、
情
、
後
斉
の
順
序
で
あ
る
こ
と
、
通
歴
に

論
の
あ
る
帝
王
だ
け
が
こ
の
目
次
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
知
れ
、
帝
王
略
論
が
五
巻
の
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
京
都
の
竹
萄
楼
の
古
籍
鑑
定
書
目
に
、
巻
五
尾
数
行
の
模
写
が
あ
る
。

こ
の
書
目
は
、
竹
琶
楼
の
先

ヒ

々
代
の
佐
々
木
春
行
氏
が
、
取
扱
っ
た
貴
重
古
書
や
資
料
の
一
部
の
模
写
、
あ
る
い
は
断
簡
を
貼
布
し
て
記
録
し
、
手
控
え
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
竹
萄
楼
は
幕
末
明
治
に
こ
の
巻
五
を
取
扱
い
、

そ
の
と
き
に
写
し
と
っ
た
わ
け
で
、
巻
首
一
葉
は
現
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
残



り
の
大
半
の
行
方
は
知
れ
な
い
。

模
写
は
薄
葉
紙
に
て
い
ね
い
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、

本
文
は
巻
尾
の
二
行
二
十
字
(
第
二
行
は
七
宇
)
、

「
帝
王
略
論
第
五
」
の
尾
題
、

そ
の
下
に
「
金
沢
文
庫
」
印
、

そ
し
て
前
掲
の
本
奥
書
が
あ
り
、

そ
の
い
ず
れ
も
重
要
な
資
料
的
価
値
を
も
つ
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
文
の
二
十
字
は
、
通
歴
所
載
の
北
斉
後
主
の
論
の
尾
二
十
字
と
完
全
に
一
致
す
る
。
先
に
巻
首
の
目
次
に
よ
っ
て
、
帝
王
略

論
で
は
周
陪
が
先
ん
じ
て
後
斉
が
の
ち
に
な
り
、

巻
玉
の
最
後
に
後
斉
の
温
公
(
後
主
)
の
略
と
論
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、

本
文

も
そ
の
と
お
り
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
帝
王
略
論
は
、

こ
の
巻
五
を
も
っ
て
完
結
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
金
沢
文
庫
印
記
は
、
東

洋
文
庫
蔵
本
で
は
す
べ
て
切
取
ら
れ
て
現
存
せ
ず
、

わ
ず
か
に
巻
四
尾
の
切
取
り
あ
と
に
上
郭
の
一
部
が
残
っ
て
い
て
、

そ
の
幅
と
墨
印

で
あ
る
こ
と
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
が
、

こ
の
模
写
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
金
沢
文
庫
印
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
大
き
さ
な
ど
が
知

(

臼

)

そ
の
一
ー
ー
一
号
大
型
単
郭
印
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ら
れ
、と

こ
ろ
で
本
奥
書
の
総
州
菅
公
氏
で
あ
る
が
、
菅
原
孝
標
が
女
を
伴
っ
て
上
総
介
に
赴
任
し
て
か
ら
、
菅
原
氏
と
総
州
は
ゆ
か
り
が
深

(
凶
)

い
よ
う
で
、
尊
卑
文
脈
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
は
四
人
の
上
総
介
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
高
辻
家
の
菅
原
長
経
に
つ

(

市

川

)

公
卿
輔
任
の
伏
見
天
皇
正
応
三
年
の
条
に
よ
れ
ば
、

正
元
二
年
(
一
二
六
O
)
四
月
八
日
か
ら
翌
弘
長
元
年
七
月
二
十
一
日
ま

い
て
は
、

で
と
、
同
二
年
十
月
十
三
日
か
ら
文
永
六
年
(
一
二
六
九
〉
四
月
十
日
ま
で
の
二
度
、
上
総
介
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
離
任
は
、

本
奥
書

の
文
永
七
年
に
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
長
経
が
蔵
書
の
一
部
を
残
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
が
、

そ
の
後
任
、
す

な
わ
ち
文
永
六
年
四
月
以
後
の
上
総
介
が
引
き
つ
や
つ
い
て
菅
原
氏
か
ら
任
命
さ
れ
、

か
れ
が
帝
王
略
論
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
推
定
の

方
が
近
か
ろ
う
け
れ
ど
も
、

そ
の
人
物
は
わ
か
ら
な
い
。
長
経
は
上
総
介
在
任
の
と
き
従
五
位
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
参
議
、
刑
部
卿
と
な

り
正
二
位
に
の
ぼ
り
、

正
和
四
年
ハ
一
三
一
五
)
に
七
十
四
才
で
死
去
し
た
。

尊
卑
分
脈
に
み
え
る
か
ぎ
り
で
は
、
菅
家
の
上
総
介
で
公

一
九
五



一
九
六

卿
輔
任
に
収
録
さ
れ
る
三
位
以
上
に
昇
任
じ
た
も
の
は
、

ほ
か
に
い
な
い
の
で
あ
る
。
長
経
に
か
な
り
世
代
の
近
い
と
恩
わ
れ
る
の
は
、

る唐
か橋
も 家
じ の
れ 公
な民
ぃibで
。)あ

る
カミ

正
五
位
に
お
わ
っ
た
た
め
に
、
上
総
介
在
任
期
間
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、

む
し
ろ
長
経
よ
り
前
任
で
あ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
永
年
聞
に
総
州
の
菅
家
、

お
そ
ら
く
は
上
総
介
の
菅
氏
が
、
治
承
五
年
以
前
書
写
の
帝
王
略
論
玉
巻
を
所
蔵
し

て
い
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
を
文
永
六
年
夏
に
書
写
し
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
後
四
、

五
十
年
以
内
に
さ
ら
に
転
写
さ
れ
て
金
沢
文
庫
本

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
近
世
初
期
に
は
す
で
に
金
沢
文
庫
か
ら
失
わ
れ
て
諸
処
を
流
転
し
、

そ
の
う
ち
の
三
巻
は
昭
和
初
期
に

東
洋
文
庫
に
安
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五

パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
敦
煙
本
帝
王
略
論
は
、

ベ
リ
オ
番
号
二
六
三
六
の
写
本
一
軸
で
、
巻

(
首
欠
)
、

巻
二
(
後
半
欠
)
を
存
す

る
。
敦
煙
秘
籍
留
真
新
編
に
全
巻
の
写
真
が
あ
る
が
、
き
わ
め
て
不
鮮
明
で
あ
っ
て
、
概
略
は
わ
か
る
も
の
の
判
読
不
能
の
文
字
が
か
な

り
あ
り
、
終
り
に
近
く
錯
簡
ら
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
資
料
と
し
て
充
分
な
も
の
で
は
な
い
。
た
ま
た
ま
パ
リ
に
赴
か
れ
た
竹
田
教
授

が
、
こ
の
敦
煙
本
の
帝
王
路
論
を
閲
覧
さ
れ
て
、
写
真
に
よ
る
疑
点
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
り
、

ま
た
鮮
明
な
ポ
ジ
フ
ィ
ル

ム
を
お
持
ち
か
え
り
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
こ
の
帝
王
略
論
の
概
要
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

巻
頭
は
序
の
大
半
、

五
分
の
四
強
ほ
ど
を
欠
き
、
さ
ら
に
残
っ
た
序
の
尾
か
ら
巻
一
本
文
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
上
部
三
糎
ほ
ど
を
欠

損
し
て
い
る
。
巻
一
尾
は
、
本
文
末
尾
の
下
に
二
字
あ
け
た
だ
け
で
、

つ
e

つ
け
て
「
帝
王
論
第
ご
と
尾
題
を
記
し
、
次
行
に
「
帝
王
論

第
二
」
と
起
首
し
て
い
る
。
題
名
が
「
帝
王
略
論
」
で
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
尾
は
前
漢
元
帝
の
路
の
途
中
で
切
れ



て
い
る
か
ら
、
巻
こ
の
ほ
ぼ
中
央
ま
で
で
あ
る
。

紙
高
約
二
十
七
糎
、
界
高
約
二
十
五
糎
、
界
幅
二
糎
。
序
は
上
部
二
字
が
欠
け
て
い
る
が
、

そ
れ
も
含
め
て
毎
行
二
十
三
|
四
字
、
本

文
は
小
字
双
行
で
毎
行
二
十
五
宇
内
外
。
欄
外
「
略
日
」
の
頭
部
に
、

朱
筆
で
脱
字
が
補
わ
れ
、
終
り
に
近
い
部
分
に
は
、

そ
の
王
朝
、
帝
王
な
ど
の
見
出
し
が
あ
る
。
ま
た
、
稀
に
行
間
に

一
行
お
き
に
朱
筆
の
部
分
が
十
三
行
ほ
ど
あ
る
。
朱
墨
と
も
同
筆
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
ど
う
に
も
不
審
な
の
は
、

こ
の
一
行
お
き
に
朱
筆
の
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
巻
二
の
漢
武
帝
論
か
ら
昌
邑
王
論
に
か
け
て
の
二
十
五

行
で
、

そ
れ
ま
で
順
調
に
き
た
文
章
が
、
急
に
一
行
お
き
に
と
び
な
が
ら
十
三
行
つ
づ
き
、
も
と
へ
も
ど
っ
て
と
ば
さ
れ
た
一
行
お
き
の

十
二
行
に
つ
づ
き
、

そ
の
あ
と
は
ふ
た
た
び
正
常
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
写
真
で
み
る
か
ぎ
り
で
は
ま
っ
た
く
理
解
に
苦
し
む

が
、
実
物
を
み
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

は
じ
め
に
一
行
お
き
に
と
ん
だ
十
三
行
が
朱
書
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ら
本
文
は
小

字
双
行
で
あ
る
が
、

ま
ず
武
帝
略
が
そ
の
界
内
の
右
行
い
っ
ぱ
い
に
墨
筆
で
終
り
、

左
行
に
朱
筆
で
「
公
子
日
観
漢
武
帝
:
・
」
に
起
首
し

て、

一
行
お
き
、

つ
ま
り
左
行
の
み
に
武
帝
論
が
玉
行
、

つ
い
で
「
略
日
昭
帝
」
が
お
な
じ
く
八
行
と
、
朱
書
が
つ
づ
い
て
、
昭
帝
略
が

お
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
も
と
へ
も
ど
っ
て
空
行
と
な
っ
て
い
た
右
行
に
、

こ
ん
ど
は
墨
筆
で
「
公
子
日
漢
昭
帝
:
・
」
と
昭
帝
論
が
五
行
、

「
略
日
昌
邑
王
賀
・
:
」
と
昌
邑
王
略
が
六
行
、
そ
し
て
昌
邑
王
論
に
入
っ
て
そ
の
第
一
行
と
十
二
行
で
変
則
の
状
態
が
お
わ
り
、
そ
の
第

二
行
か
ら
は
正
常
に
界
線
内
に
右
左
双
行
墨
書
で
つ
づ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
文
章
は
切
れ
る
こ
と
な
く
繋
が
る
の
で
あ
る

が
、
筆
写
者
が
ど
う
し
て
武
帝
論
と
昭
帝
略
の
十
三
行
だ
け
を
隔
行
に
朱
書
し
た
の
か
、

ま
っ
た
く
想
像
も
つ
か
な
い
。

紙
背
ほ
ぼ
中
央
に
は
、

「
上
易
定
慮
尚
書

扉
逢
」
撰
の
首
四
十
二
字
が
三
行
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
裏
打
ち
が
施

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
敦
燥
本
所
収
の
巻
は
、
金
沢
文
庫
本
に
も
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
の
巻
二
首
第
一
葉
が
な
い
の
で
、

こ
の
部
分
だ

九
七



一
九
八

け
は
敦
煙
本
が
補
う
こ
と
に
な
る
。

本
文
に
つ
い
て
は
、

両
者
の
あ
い
だ
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、

た
が
い
に
誤
字
脱
字
を
訂
し
、

補
う
関
係
に
あ
る
。

そ
れ

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
金
沢
文
庫
本
の
方
が
誤
字
は
少
な
く
、
脱
字
が
や
や
み
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
巻
一
の
虞
舜
の

-
:
垂
為
共
工
、
以
典
工
巧
、
益
為
朕
虞
、
以
育
草
木
。
:
:
:
詠
南
風
之
詩
目
、
南
風
之
薫
今
、
可
以
解
、
五
ロ
民
憧
今
。

の
傍
線
の
と
こ
ろ
は
、
金
沢
文
庫
本
に
な
く
敦
煙
本
で
補
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

敦
僅
本
は
細
字
で
あ
る
が
唐
風
の
あ
ざ
や
か
な
措
書
で
、
お
そ
ら
く
金
沢
文
庫
本
の
書
写
年
代
に
大
き
く
先
ん
じ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

菅
家
伝
来
の
金
沢
文
庫
本
も
鎌
倉
時
代
後
期
ま
で
伝
写
さ
れ
て
き
て
、

な
お
す
こ
し
も
価
値
の
劣
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

.晶m，、

長
短
経
、
あ
る
い
は
儒
門
経
済
長
短
経
九
巻
は
、
唐
の
越
悲
の
撰
、
新
唐
志
子
部
雑
家
に
「
越
葱
長
短
要
術
十
巻
宇
大
賓
、
梓
州
人
、
開

元
中
召
之
、
不
赴
」
と
、
宋
志
以
下
に
九
巻
と
著
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
読
画
斎
叢
書
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
長
短
経
巻
二
の
君
徳
第
九
に
、
帝
王
略
論
の
論
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
篇
は
、
諸
書
を
引
き
つ
つ
や
は
り
三
皇
五
帝
か
ら
そ

の
君
徳
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
お
よ
び
注
文
(
自
注
)
の
一
部
に
、

「
公
子
日
」
を

「
或
日
」
と
し
、

「
先
生
日
」
を

「
虞
南

日
」
と
避
詳
し
て
、
帝
王
略
論
の
論
を
二
十
数
条
ほ
ど
も
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

引
用
は
も
と
よ
り
一
部
で
あ
り
、
文
中
に
省
略
も
行
な
わ
れ
、
順
序
も
適
宜
前
後
さ
せ
て
あ
る
。
そ
の
う
ち
後
漢
ま
で
と
南
朝
の
帝
王

に
つ
い
て
は
帝
王
略
論
自
体
が
現
存
し
、
晋
以
後
に
つ
い
て
は
通
歴
所
引
の
論
が
よ
り
完
全
で
あ
る
か
ら
、
資
料
的
に
ほ
さ
し
て
利
用
す

る
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
三
国
貌
の
比
較
的
長
い
一
条
だ
け
は
、
完
全
な
伏
文
で
あ
る
。



馬
総
の
通
歴
は
、
新
唐
志
以
下
に

「
通
暦
十
巻
」

と
著
録
さ
れ
て
い
る
。

民
国
五
年
の
葉
徳
輝
の
鉛
印
本
が
あ
る
が
、

書
名
が
「
通

歴
」
と
な
り
、
宋
の
孫
光
憲
の
続
編
が
加
え
ら
れ
て
十
五
巻
に
な
り
、
首
の
三
巻
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
道
光
元
年
徐
滑
仁
、

道
光
十
三
年
徐
松
の
政
文
が
あ
っ
て
、
黄
莞
圃
の
士
礼
居
と
い
う
者
の
紗
本
を
転
写
し
た
と
い
う
。

馬
総
は
中
唐
の
人
で
、
長
慶
三
年
(
八
二
三
)
に
戸
部
尚
書
で
死
去
し
た
。
公
務
の
余
暇
に
書
を
離
さ
ず
、
奏
議
集
(
新
唐
志
・
三
十
巻
)
、

子
紗
等
百
余
巻
を
著
わ
し
、
世
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。

年
暦
(
新
唐
志
・
唐
年
小
録
八
巻
)
、
通
暦
、

通
歴
は
、
現
在
巻
三
ま
で
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
玉
海
巻
四
十
七
所
引
の
中
興
館
書
目
に

起
天
皇
氏
、
総
以
史
籍
繁
蕪
、
故
上
索
三
墳
、
中
稽
玉
典
、
迄
陪
季
為
十
巻
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
皇
玉
帝
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

巻
四
以
後
は
晋
、

南
朝
、

北
朝
の
順
に
巻
十
の
惰
に
い
た
る
。

巻
十
一
以
下
の
五
巻

は
、
孫
光
憲
の
続
通
歴
で
、
唐
、

玉
代
を
扱
う
。

し
た
が
っ
て
、
通
歴
は
帝
王
略
論
と
同
じ
時
代
を
取
扱
っ
て
い
る
わ
う
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
そ
の
本
文
も
完
全
に
そ
の
体
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
各
皇
帝
の
帝
紀
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
帝
王
略
論
の
略
に
か
な
り
の
類

似
点
を
も
っ
。
通
歴
は
通
史
で
あ
っ
て
、
巻
数
が
倍
で
あ
り
、

一
巻
の
字
数
も
多
い
の
で
、
歴
代
の
全
帝
王
と
取
り
あ
げ
、
記
事
の
量
も

且
且
か
で
、

と
く
に
現
存
の
巻
四
以
下
は
、
帝
王
略
論
の
巻
三
の
後
半
以
下
の
時
代
を
、

七
巻
に
わ
た
っ
て
-
記
録
す
る
か
ら
、
内
容
は
詳
し

い
。
し
か
し
、

そ
の
な
か
に
帝
王
略
論
の
略
に
み
え
る
記
事
は
だ
い
た
い
含
み
、

し
か
も
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
文
章
で
あ
る
。

の
ち
に
も
述

べ
る
よ
う
に
、
五
人
を
か
ぞ
え
る
南
朝
の
廃
帝
な
ど
は
そ
の
全
文
が
ま
っ
た
く
極
似
し
て
い
る
。
論
に
い
た
っ
て
は
、
帝
王
略
論
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
と
り
、

ま
っ
た
く
お
な
じ
形
式
で
、
当
該
の
皇
帝
の
つ
ぎ
に

「
公
子
日
」
、

「
先
生
日
」

と
掲
げ
る
の
で
あ
る
。
帝
王
略
論

(
巻
四
)
、
通
歴
(
巻
六
・
七
)
と
も
に
現
存
す
る
南
朝
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
の
論
の
引
用
に
は
一
の
省
略
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
通
歴

ア
」
斗
品
、
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こ
の
巻
に
か
ぎ
ら
ず
、
帝
王
略
論
の
論
は
残
ら
ず
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
金
訳
文
庫
本
に
欠

一
九
九
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け
た
巻
三
と
巻
玉
、
す
な
わ
ち
晋
と
北
朝
に
つ
い
て
も
、
論
だ
け
は
通
歴
所
載
文
を
も
っ
て
完
全
に
補
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
三
国
に

つ
い
て
は
、
通
歴
も
欠
巻
で
あ
っ
て
、
長
短
経
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
一
篇
し
か
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
虞
世
南
の
論
は
、
巻

三
前
半
の
三
国
に
か
ぎ
っ
て
窺
い
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
長
短
経
に
は
「
虞
南
日
」
と
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
通
歴
は
こ
れ
が
虞
世
南
の
論
で
あ
る
こ
と
を
な
ん
ら
こ
と
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
直
斎
書
録
解
題
で
あ
っ
て
、
徐
滑
仁
の
践
に
そ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
論
日
」
、

「
鄭
文
貞
公
貌
徴
論
略
云
」
に
は
じ
ま
る
論
賛
が
六
ケ

い
ず
れ
も
北
史
か
ら
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
通
歴
巻
九
の
北
斉
、
巻
十
の
北
周
、
隔
に
、

「
史
論
云
」
、

所
あ
る
が
、

こ
れ
は
む
ろ
ん
帝
王
略
論
の
も
の
で
は
な
く
、

通
歴
は
、
こ
の
よ
う
に
帝
王
略
論
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
通
史
で
あ
る
と
い
う
点
で
根
本
的
に
異
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
通

歴
は
歴
代
の
全
帝
王
を
網
羅
し
、

論
が
無
視
し
た
十
六
国
に
、
巻
五
の
全
巻
を
費
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
帝
王
略
論
は
、

す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
凡
庸
な
皇
帝
は
省
略
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

桓
玄
(
巻
四
)
、
侯
景
(
巻
七
)
や
後
梁
の
宣
帝
、

明
帝
(
巻
七
)
を
も
と
り
あ
げ
、

あ
る
い
は
帝
王
路

と
く
に
賢
君
悪
主
を
と
り
あ
げ
て
論
評

本
文
の
内
容
も
、
帝
王
略
論
は
ひ
と
と
お
り
廟
号
、
設
号
、
詰
を
掲
げ
る
が
、
伝
記
的
な
記
事
を
最
少
限
に
と
ど
め
、
賢
君
悪
主
と
し

て
の
特
徴
的
な
事
件
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
て
、

政
治
史
の
推
移
は
ほ
と
ん
ど
無
視
し
、

皇
帝
の
個
性
を
強
く
う
ち
だ
し
て
い
る
。

方
、
通
歴
は
、

そ
れ
ら
を
含
み
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
正
史
の
帝
紀
を
要
約
し
た
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
記
事
の
分
量
も

多
く
な
り
、
各
期
の
始
祖
の
よ
う
に
事
蹟
に
富
む
皇
帝
に
つ
い
て
は
、
帝
王
略
論
も
比
較
的
長
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
よ
り
は
る
か
に
詳

細
を
き
わ
め
る
も
の
に
な
る
。
た
だ
し
、
廃
帝
の
ご
と
き
は
、
帝
王
略
論
は
悪
主
の
見
本
と
し
て
と
り
あ
げ
、
通
歴
は
事
蹟
に
乏
し
く
て

簡
略
に
扱
う
た
め
に
、

ほ
ぼ
お
な
じ
分
量
と
な
り
、
非
常
に
似
た
文
章
に
な
る
。
宋
の
少
帝
は
、
帝
王
略
論
は
衆
陽
王
と
称
す
る
が
、

そ



の
全
文
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
が
ま
っ
た
く
の
同
文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
通
歴
は
通
史
で
あ
る
と
い
う
点
で
基
本
的
に
異
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
実
、
本
文
、
論
賛
と
も
、
帝
王
略

論
の
焼
直
し
と
い
う
に
近
い
。

し
か
し
、

そ
れ
だ
け
帝
王
略
論
の
欠
巻
を
補
う
の
に
貴
重
な
存
在
た
り
う
る
の
で
あ
る
。

長
短
経
と
通
歴
の
引
く
と
こ
ろ
の
虞
世
南
の
論
は
、

「
論
略
」
と
題
し
て
陸
心
源
の
唐
文
拾
遺
巻
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
漢
景
帝

論
以
下
、

貌
武
帝
論
(
推
定
)
ま
で
の
九
条
は
長
短
経
か
ら
、

晋
以
降
は
長
短
経
に
あ
る
も
の
で
も
す
べ
て
通
歴
か
ら
と
っ
て
い
る
。
陸

氏
十
万
巻
楼
叢
書
本
は
、
世
、
玄
、
弘
等
の
避
詳
が
あ
る
が
、
両
書
と
も
底
本
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
読
画
斎
叢
書
本
長
短
経
、
葉
氏
刊

本
通
歴
と
、

と
き
に
字
句
の
相
達
が
み
ら
れ
る
。

七

さ
て
帝
王
略
論
本
文
の
内
容
で
あ
る
が
、

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
五
巻
に
分
か
れ
、
巻
一
の
巻
首
に
か
な
り
長
い
序
が

あ
っ
て
撰
書
の
目
的
を
述
べ
、
以
下
、
巻
ご
と
に
目
次
が
あ
っ
て
、

三
皇
玉
帝
か
ら
陪
に
い
た
る
諸
帝
王
の
略
史
と
論
賛
を
、
時
馴
文
を
駆

使
し
て
記
述
し
て
い
る
。

序
は
「
匡
世
南
言
」
に
は
じ
ま
る
上
奏
文
で
比
較
的
長
文
で
あ
る
が
、
大
き
く
二
段
に
分
か
た
れ
る
。
前
段
で
は
過
去
、
現
在
の
史
籍

を
展
望
し
、
批
評
し
て
著
作
の
動
機
と
意
図
を
述
べ
、
後
段
で
は
そ
の
形
式
、
主
題
、

そ
れ
に
史
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

れ
を
七
節
に
細
分
し
て
要
約
す
る
と
、

ほ
ぼ
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

二

O
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ま
ず
、

「
遂
古
の
初
は
縄
を
結
び
て
治
め
、
軒
騒
の
世
に
文
学
興
れ
り
、
史
官
の
作
は
一
委
に
此
よ
り
始
ま
る
」
か
ら
、
修
史
の
沿
革
を

き
わ
め
て
簡
略
に
述
べ
る
。
そ
し
て
、
春
秋
の
三
伝
が
あ
ら
お
れ
て
か
ら
史
書
は
多
い
が
、
多
く
時
勢
に
阿
り
、
君
主
に
婿
び
、
愛
憎
の

情
を
も
っ
て
事
を
記
し
て
、
良
史
は
少
な
く
、
古
今
の
嘆
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。

つ
い
で
、
太
宗
が
覇
業
を
成
し
と
げ
、
意
欲
的
な
政
治
を
行
な
い
な
が
ら
、
余
暇
に
は
墳
典
に
心
を
留
め
て
、

カ
す
る
こ
と
を
賛
え
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
本
文
は
す
で
に
第
二
章
に
引
い
た
。

四
庫
の
書
の
蒐
集
に
努

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
乙
部
の
書
は
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
名
は
異
れ
ど
も
実
は
同
じ
で
、
変
革
い
た
ず
ら

に
繁
く
、
義
に
お
い
て
取
る
こ
と
な
し
と
、
例
を
あ
げ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
も
引
用
し
て
あ
る
。

そ
こ
で
、

そ
れ
ら
浮
辞
、
冗
長
を
削
り
、
簡
要
を
旨
と
し
て
一
文
を
草
し
、
論
を
つ
く
ら
し
め
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
本
文
の
構
成
に
触
れ
て
、
斉
国
の
公
子
と
知
微
先
生
を
登
場
さ
せ
る
。
芝
居
が
か
っ
た
お
膳
立
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
論
議
の
主
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
公
子
の
問
に
「
古
今
の
治
乱
の
主
を
歴
観
す
る
に
、
或
い
は
年
世
長
遠
に
、
或
い
は

危
亡
殊
減
せ
り
、
興
喪
の
理
は
何
の
由
る
所
と
為
す
。
量
に
天
意
な
ら
ん
や
、
其
れ
人
事
な
ら
ん
や
。
」

と
い
う
も
の
で
、

こ
の
疑
点
に

つ
い
て
教
示
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
先
生
は
、
「
乃
ち
君
長
を
樹
立
し
て
之
を
司
牧
と
為
し
、
善
を
為
さ
ば
、
則
ち
天
、

之
に
福
を
降
し
、
禎
祥
至
り
、
悪
を
為
さ
ば
、
則
ち
天
、
之
に
禍
を
報
じ
て
妖
壁
生
ず
。
・
:
天
意
人
意
相
参
わ
り
て
成
れ
り
ょ
と
答
え
て
、

そ
の
史
観
を
表
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
先
生
の
答
が
つ
づ
く
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
こ
の
著
作
の
目
的
を
述
べ
て
い
る
。
王
朝
も
三
代
に
お
よ
べ
ば
と
か
く
昏
明
の
主

が
あ
ら
わ
れ
、
治
乱
の
世
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

い
ま
治
乱
の
跡
、
賢
愚
の
二
貫
を
説
く
こ
と
と
し
、

そ
の
明
ら
か
な
も
の
は
軌
範

と
し
、
昏
き
も
の
は
援
戒
と
す
る
に
足
り
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
控
え
め
で
あ
る
が
、
太
宗
に
た
い
し
て
い
わ
れ
て
い
る
も
の
と



と
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

帝
王
略
論
で
も
っ
と
も
精
彩
に
と
む
の
は
こ
の
序
な
の
で
あ
る
が
、

と
く
に
第
一
、
三
節
を
あ
わ
せ
て
、
き
わ
め
て
簡
略
で
劉
知
幾
の

史
通
に
は
質
量
と
も
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
史
学
史
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、
論
の
本
文
と
と
も
に
後
述
す
る
が
、
歴
史
は

天
意
と
人
事
が
相
参
わ
っ
て
成
る
と
い
う
、
虞
世
南
の
歴
史
観
の
根
底
に
あ
る
天
命
論
が
、
注
目
を
引
く
の
で
あ
る
。

帝
王
略
論
は
、
三
皇
玉
帝
か
ら
隔
に
い
た
る
諸
帝
王
を
扱
う
が
、

そ
の
玉
巻
の
構
成
は
、
第
三
、

五
巻
の
欠
巻
を
含
め
て
、
巻
一
に
先

秦
、
巻
二
に
両
漢
、
巻
三
に
三
国
晋
、
巻
四
に
南
朝
、
巻
玉
に
北
朝
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
各
巻
ご
と
に
目
次
を
示
す
と
、

つ
ぎ
」

の
ご
と
く
で
あ
る
。

巻
一太

夫
夏
高

殿
湯

周
文
王

秦
始
王

炎
帝

黄
帝
三
皇

少
美

虞
舜
玉
帝

顕
瑛

帝
尭

唐
尭

太
康

少
康

(
粂
)

太
戊

武
丁

対

武
王

成
王

宣
王

(
康
王
)

幽
王

平
王

属
王

二
世

三
皇
玉
帝
に
つ
い
て
は
、
古
来
異
説
が
多
い
が
、

五
帝
本
紀
の

皇

た
と
え
ば
こ
れ
よ
り
の
ち
に
司
馬
貞
が
史
記
に
付
加
し
た
三
皇
本
紀
、

お
よ
び
史
記

大
陣

女
嫡

虞
舜

黄
帝

山
献
頃

唐
尭

炎
帝

五
帝

帝
響

一一O
三
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な
ど
と
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
一
致
す
る
も
の
に
、
尚
書
孔
安
国
序
、
皇
甫
誼
帝
王
世
紀
な
ど
が
あ
る
。
帝
王
世
紀
は
、

の
ち
に

述
べ
る
よ
う
に
帝
王
略
論
巻
一
、

と
く
に
三
皇
玉
帝
の
あ
た
り
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
虞
世
南
が
直
接
の
典
拠
と
し
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
の
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

夏
股
周
の
諸
帝
の
う
ち
、
夏
の
祭
と
周
の
康
王
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
、
敦
煙
本
と
も
に
、
目
次
に
そ
の
名
が
な
く
、
本
文
に
は

「
略
日
」
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
を
含
め
て
、
夏
、
般
に
お
い
て
は
、
王
朝
の
創
業
、
復
興
の
賢
君
と
、
破
滅
の
暴
君
と
が
対
照

的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
周
で
は
文
王
か
ら
歴
代
の
王
を
と
り
あ
げ
、
康
王
か
ら
「
八
世
に
し
て
属
王
に
至
る
」
と

省
略
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
東
遷
し
た
平
王
ま
で
続
く
。
こ
れ
は
巻
二
の
漢
以
後
と
共
通
し
た
形
式
で
あ
っ
て
、
七
代
の
連
続
の
省
略
も
後

漢
に
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
東
周
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
省
略
し
、
平
王
の
と
こ
ろ
に
「
後
二
十
二
世
に
し
て
綴
主
に
至
り
、
秦
の
滅
ぼ

す
と
こ
ろ
と
な
る
」
と
書
き
そ
え
る
だ
け
で
あ
り
、
春
秋
戦
国
の
諸
公
に
も
一
切
触
れ
て
い
な
い
。

巻
漢
高
祖

(
恵
皇
帝
)

太
宗
文
皇
帝

世
宗
景
皇
帝

世
祖
武
皇
帝

孝
昭
皇
帝

海
昏
侯

高
祖
孝
宣
皇
帝

孝
元
皇
帝

孝
成
皇
帝

孝
哀
皇
帝

偽
新
王
葬

後
漢
世
祖
光
武
皇
帝

顕
宗
孝
明
皇
帝

粛
宗
孝
章
皇
帝

孝
桓
皇
帝

孝
霊
皇
帝

(
孝
献
皇
帝
)

金
沢
文
庫
本
第
二
巻
の
目
次
の
部
分
は
、
首
数
行
が
欠
け
て
巻
次
が
み
え
ず
、
実
は
巻
五
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
敦

煙
本
に
よ
る
。

本
文
に
前
漢
の
恵
帝
の
略
は
た
て
ら
れ
て
い
て
、

漢
書
に
密
接
な
一
証
か
と
思
わ
れ
る
。

後
漢
の
献
帝
は
、

霊
帝
略
に

続
い
て
独
立
し
て
い
な
い
が
、
本
文
の
形
式
は
諸
帝
に
お
な
じ
い
。
暗
君
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
海
昏
侯
が
略
論
と
も
に
と
り
あ
げ
ら



れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
廃
帝
は
す
べ
て
封
号
で
呼
ん
で
い
る
。
前
漢
で
は
、
両
少
帝
と
平
帝
、
孫
子
嬰
が
た
て
ら
れ
ず
、
後
漢

で
は
「
章
帝
よ
り
己
下
八
世
桓
帝
に
至
る
」
と
七
代
が
省
略
さ
れ
、
弘
農
王
が
な
く
、
献
帝
も
独
立
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
以
後
も
、

王

朝
最
後
の
君
主
は
、

そ
の
名
と
滅
亡
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
書
き
そ
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
「
略
日
」
と
は
た
て
ら
れ
な
い
の
で
あ

る。
巻
三
は
、
全
巻
が
亡
供
し
た
う
え
に
、
通
歴
も
三
固
ま
で
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

し
か
し
、
長
短
経
に
み

え
る
侠
文
一
条
か
ら
推
す
と
、
三
国
は
曹
操
、
劉
備
、
孫
権
の
順
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
略
が
た
て
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、

貌
太
祖
武
皇
帝

萄
漢
昭
烈
皇
帝

呉
王
孫
権

の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
確
証
は
な
い
か
ら
、
貌
の
武
帝
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。

そ
の
あ
と
、
す
く
な
く
と
も
貌
に
つ
い

て
は
文
帝
曹
不
一
な
ど
の
略
と
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
短
経
は
こ
の
ほ
か
に
は
引
い
て
い
な
い
。
後
半
の
晋
に
つ
い
て
は
、
通
歴

巻
四
に
論
が
す
べ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
巻
一
、

二
、
四
の
例
で
は
略
の
た
て
ら
れ
て
い
る
帝
王
は
す
べ
て
論
が
附
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
通
歴
に
論
の
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
。

鏡
太
祖
武
皇
帝

晋
高
祖
宣
皇
帝

粛
宗
景
皇
帝

太
祖
文
皇
帝

世
祖
武
皇
帝

孝
恵
皇
帝

中
宗
元
皇
帝

粛
祖
明
皇
帝

孝

武
皇
帝

偽
楚
桓
玄

貌
で
は
、
巻
二
、

四
に
準
ず
れ
ば
、
文
帝
、
明
帝
も
当
然
た
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
晋
の
明
帝
の
論
は
、

公
子
の
聞
が
「
東
晋
は
元
帝

二

O
玉



二

O
六

よ
り
己
下
何
か
賢
主
と
為
す
」
と
い
う
の
に
、
明
帝
を
あ
げ
て
い
る
も
の
で
、
通
歴
で
は
、
明
帝
と
こ
の
論
の
あ
い
だ
に
成
帝
、
康
帝
、

穆
帝
、
哀
帝
、
廃
帝
、
簡
文
帝
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
帝
王
路
論
も
、

そ
の
す
べ
て
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

い
く
に
ん
か
は
略
に
と
り

あ
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

桓
玄
は
論
が
あ
っ
て
、
巻
二
に
「
偽
新
王
葬
」
の
例
が
あ
り
、
通
歴
に
「
偽
楚
桓
玄
」
と
あ
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
た
。

巻
四宋

高
祖
武
皇
帝

策
陽
王

太
担
文
皇
帝

世
祖
孝
武
皇
帝

前
廃
帝

太
宗
明
皇
帝

後
廃
帝

斉
太
祖
高
皇
帝

世
祖
武
皇
帝

欝
林
玉

高
宗
明
皇
帝

東
昏
侯

梁
高
祖
武
皇
帝

世
祖
孝
元
皇
帝

陳
高
祖
武
皇
帝

世
祖
文
皇
帝

高
宗
宣
皇
帝

長
城
公

こ
の
南
朝
の
巻
は
、
金
沢
文
庫
本
が
完
存
す
る
。
こ
こ
に
み
え
な
い
の
は
、

宋
の
順
帝
、

斉
の
海
陵
王
と
和
帝
、

梁
の
簡
文
帝
と
敬

帝
、
陳
の
廃
帝
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
在
位
期
間
わ
ず
か
に
し
て
禅
り
、

あ
る
い
は
廃
さ
れ
、
殺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
帝
の
略
の

末
尾
に
数
行
の
記
事
は
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、

王
朝
の
興
亡
が
あ
い
つ
い
だ
だ
け
に
、

そ
の
始
祖
の
才
略
を
比
較
し
、

ま
た
・
「
宋
斉
二
代

に
廃
主
五
」
と
い
っ
た
暗
愚
の
君
主
に
た
い
し
て
、
虞
世
南
の
論
評
が
興
味
深
い
。

巻
五
は
、
本
文
の
大
半
が
な
い
が
、
金
沢
文
庫
本
の
首
数
行
の
欠
け
た
第
一
紙
一
葉
が
巻
二
の
巻
首
に
あ
っ
て
、
目
次
の
ほ
と
ん
ど
は

窺
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
競
の
孝
明
帝
以
前
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
巻
三
の
よ
う
に
通
歴
巻
八
を
参
照
し
て
、

そ
の
論
の
あ
る
も
の

を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

後
鏡
太
祖
道
武
皇
帝

世
祖
太
武
皇
帝

顕
祖
献
文
皇
帝

高
祖
孝
文
皇
帝

粛
宗
孝
明
皇
帝

孝
荘
皇
帝

孝
静



皇
帝

周
太
祖
文
皇
帝

孝
関
帝

世
宗
明
皇
帝

世
祖
武
皇
帝

宣
皇
帝

随
高
祖
文
皇
帝

後
斉
高
祖
神
武
皇
帝

顕
祖
文
宣
皇
帝

武
成
皇
帝

温
公

後
貌
孝
荘
皇
帝
以
後
は
金
沢
文
庫
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
が
、

「
周
大
祖
皇
帝
」
、
後
斉
「
顕
祖
文
皇
帝
」
と
あ
る
の
は
補
つ
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
目
次
は
ニ
段
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
貌
の
孝
荘
帝
の
上
段
と
そ
の
右
の
二
帝
の
「
皇
帝
」
の
文
字
が
残
存
し
て

い
て
、

と
も
に
そ
れ
が
第
三
、

四
字
め
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

こ
の
二
帝
に
は
廟
号
が
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
残
欠
部
分

は
目
次
に
も
う
二
行
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

文
、
孝
明
の
玉
帝
と
み
て
誤
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

孝
荘
帝
の
上
段
と
あ
わ
せ
て
玉
帝
と
す
る
と
、

通
歴
に
論
の
あ
る
道
武
、

太
武
、

慮*

国
号
を
後
鏡
、
後
斉
と
す
る
ほ
か
、
周
、
陪
、
後
斉
の
順
序
が
特
徴
で
あ
る
。
論
に
お
い
て
、

「
高
氏
は
河
海
の
利
を
負
い
、
周
人
は

暗
函
の
険
を
固
む
、

そ
の
智
略
を
論
ぜ
ば
、
執
れ
か
優
と
な
す
」
、
「
高
緯
の
昏
乱
は
周
の
天
元
に
匹
す
、
執
れ
か
愈
る
と
な
す
」
と
斉
周

を
対
比
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
配
列
す
る
の
か
、
唐
に
連
な
る
西
鏡
、
周
を
正
統
と
し
た
に
し
て
も
、

そ
の
意
図
が
理
解
し

に
く
い
。
前
朝
の
陪
の
甥
帝
を
省
い
た
の
も
、

理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
貌
に
限
っ
て
、
冒
頭
に
始
祖
の
帝
王
で
な
く
、

略
目
、
後
鏡
出
自
黄
帝
子
昌
意
少
子
、
受
封
北
士
、
有
鮮
卑
山
、
因
以
為
号
、
復
以
黄
帝
以
上
玉
、
北
俗
謂
土
為
託
、
后
為
政
、
故

以
為
氏
、
或
云
漢
将
李
陵
降
(
以
下
欠
〉

と
は
じ
め
て
い
て
、
通
歴
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

二

O
七



二

O
八

八

ま
ず
、
略
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

記
事
の
形
式
、
内
容
は
、

ま
ず
各
帝
王
の
帝
号
、
廟
号
、
語
、
姓
、
父
祖
と
そ
の
続
柄
、
即
位
改
元
の
年
号
な
ど
を
挙
げ
た
あ
と
、
か

な
り
簡
略
に
事
蹟
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
各
王
朝
の
始
祖
や
、
漢
の
武
帝
の
よ
う
な
帝
業
の
盛
ん
な
諸
帝
に
つ
い
て
は
、

生
誕
の
伝
説
、
治
政
、
逸
話
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
断
片
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

「
略
日
」
に
関

し
て
は
、

そ
の
記
事
の
撰
択
に
多
少
こ
の
書
の
性
格
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
の
、
史
料
と
し
て
も
史
観
に
お
い
て
も
、
興
味
深
い
も
の
は
な

く
、
そ
の
よ
う
な
記
事
の
断
片
的
な
羅
列
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
王
重
民
氏
が
「
是
書
文
辞
膚
浅
、
誠
為
為
初
学
而
作
」
と
評
す

る
の
も
そ
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
先
秦
の
巻
一
、
と
く
に
三
皇
玉
帝
の
ご
と
き
に
そ
れ
は
著
し
い
が
、
こ
こ
で
は
論
が
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
ほ
ぼ
「
有
聖
徳
」
(
太
美
)
、

「
天
下
大
治
」
t

(

少
美
〉
、

「
寓
物
有
序
」
(
韻
項
)
、

あ
る
い
は

「
鳳
皇
巣
乎
阿
関
、

戯
麟
遊
乎
苑
園
」

(少美〉、

「
景
星
見
、
甘
露
降
、
腫
泉
出
、

朱
草
生
、

鳳
皇
止
庭
」
(
唐
尭
)
の
よ
う
に
直
接
間
接
に
治
政
を
称
え
る
も
の
、

諸
礼
を
制

し
、
楽
を
作
り
、
種
穀
交
易
を
教
え
る
な
ど
諸
制
度
の
創
始
を
特
筆
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
J

太
宗
の
治
政
の
う
え
で
規
範
鑑
戒
と
な
る

べ
き
こ
と
を
、
歴
代
帝
王
の
事
蹟
を
例
と
し
て
具
体
的
に
挙
げ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
巻
二
以
後
に
な
る
と
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ

れ
は
要
す
る
に
、
虞
世
南
が
す
で
に
北
堂
書
紗
の
帝
王
部
に
分
類
し
、

か
つ
綜
合
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
北
堂
書
紗
の

帝
王
部
は
、
通
行
本
に
よ
れ
ば
二
十
二
巻
に
わ
た
り
、
帝
王
惣
載
以
下
、

創
業
、

功
業
、

帝
徳
、

納
諌
、
用
賢
、

あ
る
い
は
恩
幸
、
春

修
、
昏
徳
な
ど
七
十
五
項
に
分
か
た
れ
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
三
皇
玉
帝
の
も
の
は
徴
応
で
あ
り
、
制
作
、
教
化
で
あ
り
、
漢
の
高
祖
が

感
龍
し
て
生
ま
れ
た
の
は
誕
裁
で
あ
り
、
隆
准
に
し
て
龍
頬
な
の
は
奇
表
で
あ
り
、
酒
水
の
亭
の
長
と
な
り
、

ま
た
で
錫
の
山
沢
の
間
に



隠
れ
た
の
は
潜
晦
で
あ
り
、
文
帝
が
肉
刑
を
除
い
た
の
は
体
仁
で
あ
り
、
張
武
の
受
賂
に
賞
賜
し
て
心
に
塊
じ
し
め
た
の
は
弘
量
で
あ

り
、
千
里
の
馬
を
還
し
、
身
に
え
梯
を
衣
、
寵
愛
す
る
慎
夫
人
の
衣
が
地
を
曳
か
な
か
っ
た
の
は
倹
徳
で
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

F
-
J
-

中
J

争

/

し
、
北
堂
書
紗
は
古
代
を
重
ん
じ
て
、
漢
代
以
後
、

と
く
に
三
国
以
後
は
ほ
と
ん
ど
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
帝
王
略
論

巻
二
以
下
の
記
事
の
内
容
は
、

お
な
じ
よ
う
に
こ
れ
ら
諸
項
に
織
り
こ
ま
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
周
代
以
後
ほ
と
ん
ど
の
帝
王
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
分
量
か
ら
い
っ
て
叙
述
に
無
理
が
避
け
ら
れ
な
い
。

漢
の
高
祖
の
略
は
、
約
八
百
二
十
字
あ
っ
て
比
較
的
長
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
時
期
に
よ
っ
て
高
祖
、
浦
公
、
漢
玉
、
帝
、
高

帝
(
恵
帝
略
)
と
称
号
を
用
い
て
い
る
の
が
、
漢
王
の
場
合
の
よ
う
に
必
ず
し
も
正
確
で
な
く
、
む
し
ろ
錯
綜
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宋
の
明
帝
、
斉
の
明
帝
の
諸
王
の
諒
数
の
事
件
を
と
く
に
記
述
す
る
の
で
あ
る
が
、
宋
の
明
帝
の
場
合
、
即
位
の
前
後
、
延
興
元

年
、
永
泰
元
年
の
二
度
に
、
河
東
王
鉱
、
桂
陽
王
鎌
ら
を
諒
し
た
の
に
、

こ
の
十
八
王
が
両
時
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
永
泰
元
年
と
し
て

扱
わ
れ
る
よ
う
な
混
乱
も
あ
る
。

一
方
、
漢
の
武
帝
の
酎
金
の
記
事
の
一
部
の
よ
う
に
、
漢
書
や
続
漢
書
礼
義
志
な
ど
に
み
え
な
い
部
分

を
含
む
場
合
も
あ
る
。
陳
の
長
城
公
が

「
大
業
中
姐
」

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

陳
書
巻
六
後
主
紀
に

「
仁
寿
四
年
十
一
月
壬
子
亮
於
洛

陽
」
と
あ
る
の
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
虞
世
南
は
、

か
ね
て
か
ら
博
識
を
謂
わ
れ
、
列
女
伝
の
全
文
を
暗
記
し
て
い
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
、

ま
た
北
堂
書
紗
の

よ
う
な
類
書
を
著
わ
し
、
さ
ら
に
文
学
館
、
弘
文
館
に
あ
っ
て
そ
の
多
数
の
乙
部
の
書
を
読
破
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

帝
王
の
事
蹟
の
略
述
は
、
き
わ
め
て
容
易
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
直
接
参
照
す
る
史

こ
の
程
度
の

書
が
必
要
な
わ
け
で
、

そ
れ
に
は
帝
王
世
紀
、
漢
書
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ニ
O
九



二
一

O

晋
初
の
皇
甫
畿
の
帝
王
世
紀
十
巻
は
、
侠
書
で
あ
る
が
、

太
平
御
覧
な
ど
唐
宋
の
類
書
に
多
く
引
用
さ
れ
、
と
く
に
太
古
の
部
分
は
そ
の
帝
王
部
、
皇
王
部
の
記
事
の
中
心
を
・
な
し
て
お
り
、
ま
た

「
起
三
皇
、
尽
漢
貌
」
ハ
惰
書
経
籍
志
)
と
い
わ
れ
、
初
学
記
、
芸
文
類
来
、

明
清
以
来
、
侠
文
の
輯
集
に
努
力
が
傾
け
ら
れ
、
近
年
に
徐
宗
元
氏
の
帝
王
世
紀
輯
存
が
で
て
、
こ
れ
ら
が
集
大
成
さ
れ
た
。
い
ま
、
帝

王
略
論
の
本
文
を
こ
れ
と
較
べ
る
こ
と
と
じ
、
冒
頭
の
太
夫
を
例
示
す
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

帝
王
略
論

太
美
帝
庖
犠
氏
、
姓
風
。
馳
身
人
首
、
有
聖
徳
。
始
作
意
品
川
五
弦
、
制
嫁
要
之
礼
。
受
龍
図
、
有
景
龍
之
瑞
、
故
以
龍
紀
官
、
故
日

龍
師
。
仰
則
観
象
於
天
、
術
則
観
法
於
地
。
始
作
八
卦
、
以
通
神
明
之
徳
。
結
縄
市
治
、
為
網
晋
、
以
敗
以
漁
。
取
犠
牲
、
以
充
庖

厨
、
故
号
臼
庖
犠
氏
、
或
号
伏
犠
氏
。

帝
王
世
紀

太
美
帝
庖
犠
氏
、
風
姓
也
。
馳
身
人
首
、
有
聖
徳

0

・
:
作
彦
三
十
六
絃
。
・
:
制
嫁
安
之
礼
。
取
犠
牲
、
以
充
庖
厨
、
故
号
日
庖
犠
。

:
・
或
謂
之
伏
犠
。
(
太
平
御
覧
巻
七
八
、
易
繋
辞
下
正
義
〉

有
景
龍
之
瑞
、
故
以
龍
紀
官
。
(
初
学
記
巻
三
O
等
)

仰
観
象
於
天
、
術
観
法
於
地
。
・
:
於
是
造
書
契
、
以
代
結
縄
之
政
。
画
八
卦
、
以
通
神
明
之
徳
。
(
太
平
御
覧
巻
七
二
一
)

三
十
五
弦
と
三
十
六
絃
が
異
な
り
、
結
縄
の
政
が
反
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
ま
っ
た
く
同
文
で
あ
り
、
文
字
の
み
の
違
い
に
し
て
も
、

二
、
三
に
す
ぎ
な
い
。
結
縄
の
と
こ
ろ
は
、
周
易
繋
辞
伝
下
に
「
作
結
縄
市
為
網
晋
、
以
敗
以
漁
」
と
あ
る
も
の
で
、
帝
王
世
紀
も
侠
文

で
あ
り
、
太
平
御
覧
の
引
用
文
も
し
ば
し
ば
省
略
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
原
文
に
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
例
に
よ
る
か
ぎ
り
で
は
、
帝
王
略
論
の
「
略
日
」
は
、
帝
王
世
紀
か
ら
抜
翠
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
け
っ
し
て
い
い
す
ぎ



に
は
な
る
ま
い
。
こ
の
太
夫
の
条
は
い
さ
さ
か
極
端
で
、
記
事
の
豊
富
な
尭
舜
に
な
る
と
、

そ
こ
ま
で
は
一
致
し
な
い
が
、

や
は
り
同
じ

文
章
が
帝
王
世
紀
の
随
所
に
み
え
、
さ
ら
に
帝
王
世
紀
が
引
く
論
語
の
一
条
を
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
さ
え
い
る
。
こ
れ
を
直
接
の
典

拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
疑
い
の
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。

玉
帝
以
後
は
、
史
記
に
五
帝
本
紀
、
夏
本
紀
な
ど
が
あ
り
、

一
方
で
帝
王
世
紀
の
侠
文
が
、
夏
以
後
、

王
に
よ
っ
て
激
減
す
る
も
の
が

あ
る
が
、
夏
、
段
、
周
を
通
じ
て
、
史
記
に
拠
っ
た
と
み
ら
れ
る
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
と
え
ば
史
記
の
夏
本
紀
は
、
地
理
的
な
記

述
が
多
い
の
に
、
帝
王
略
論
は
そ
れ
に
関
心
を
示
す
余
裕
が
な
く
、

か
え
っ
て
史
記
に
は
み
え
な
い
記
事
が
頻
出
し
、
要
す
る
に
記
述
の

傾
向
が
違
う
の
で
あ
る
。

く
だ
っ
て
巻
二
の
漢
に
な
る
と
、
帝
王
世
紀
の
侠
文
は
い
よ
い
よ
減
少
し
て
比
較
の
対
象
た
り
え
な
く
な
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
史

記
、
漢
書
に
き
わ
め
て
似
て
く
る
の
で
あ
る
。
高
祖
、
文
帝
紀
な
ど
は
、
漢
書
が
史
記
を
襲
っ
て
、

と
も
に
似
た
文
章
が
多
い
が
、
帝
王

略
論
も
、
本
紀
の
ほ
か
に
、
志
、
列
伝
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
同
文
を
引
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
字
句
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、

漢
書
の
文
章
に
よ
り
近
く
、

ま
た
、
史
記
は
孝
武
本
紀
で
お
わ
る
こ
と
、
帝
王
略
論
が
恵
帝
略
を
た
て
て
い
る
こ
と
、
元
帝
略
の
末
尾
に

漢
書
の
班
彪
の
賛
を
、
文
帝
景
帝
論
の
公
子
の
聞
に
班
回
の
賛
を
、

と
も
に
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
書
が
有
力
な
典

拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
J

後
漢
以
後
は
、
先
の
帝
王
世
紀
、
漢
書
ほ
ど
に
は
本
文
が
一
致
し
な
い
が
、
花
嘩
の
後
漢
書
、
沈
約

の
宋
書
な
ど
の
一
部
と
大
同
小
異
で
あ
り
、
後
漢
の
明
帝
略
に
は
、
花
嘩
の
論
賛
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
略
に
つ
い
て
は
、
序
に
い
う
よ
う
に
「
宜
し
く
浮
辞
を
蕩
載
し
、
冗
長
を
棚
削
し
、
略
ぼ
簡
要
を
存
し
」
て
い
る
が
、

「
孟
堅

(
班
固
)
は
子
長
(
司
馬
遷
)
の
書
に
因
り
、
花
嘩
は
華
橋
の
草
(
後
漢
書
本
九
七
巻
)
を
用
い
、
虞
預
(
晋
書
本
九
三
巻
。
)
、

王
隠
(
晋
書
本
四

四
巻
)
は
既
に
同
文
を
日
い
、

謝
沈
(
後
漢
書
本
二
三
一
巻
)
、

山
松
(
葉
山
松
・
後
漢
書
本
一

O
O巻
)

に
曾
て
二
説
無
し
」

と
い
う
の
と
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は
、
ま
っ
た
く
同
類
と
化
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

九

つ
い
で
論
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
大
半
が
現
存
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

巻
一
、
二
、

四
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
が
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
。
そ
の
巻
四
の
南
朝
の
と
こ
ろ
は
、
通
歴
で
は
巻
七
、

八
に
相

当
す
る
が
、
こ
こ
に
帝
王
略
論
の
論
は
遺
漏
な
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
通
歴
は
虞
世
南
の
論
を
す
べ
て
と
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
帝
王
略
論
巻
五
の
目
次
も
そ
れ
を
裏
づ
け
る
。

し
た
が
っ
て
、
巻
三
後
半
の
晋
と
巻
五
の
北
朝
の
論
は
、

お
そ
ら
く

そ
の
全
部
を
通
歴
引
用
文
を
も
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
惜
し
ま
れ
る
の
は
通
歴
も
巻
四
以
前
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め

に
、
帝
王
略
論
巻
三
前
半
の
三
国
に
つ
い
て
は
、
長
短
経
か
ら
一
条
を
得
る
に
す
ぎ
な
い
。

金
沢
文
庫
本
の
巻
一
、
ニ
、

四
に
つ
い
て
み
る
と
、
論
は
夏
以
後
の
略
の
あ
る
全
帝
王
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
二
種

あ
っ
て
、
略
の
あ
と
に
す
ぐ
論
じ
ら
れ
る
も
の
と
、

と
き
に
は
王
朝
も
異
な
る
二
帝
以
上
が
一
括
さ
れ
て
、

そ
の
一
方
に
お
い
て
論
じ
ら

れ
る
も
の
と
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
と
く
に
二
王
朝
に
ま
た
が
る
と
、

一
方
は
略
の
所
在
か
ら
離
れ
、

と
き
に
は
巻
も
異
な
る
の
で
、

略
の
お
わ
り
に
「
論
在
漢
光
武
帝
章
」
(
夏
少
康
・
段
太
戊
)
の
よ
う
に
注
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

形
式
と
し
て
は
、

「
公
子
日
」
と
「
先
生
日
」
の
問
答
体
を
と
っ
て
お
り
、
論
の
結
び
を
周
易
、
毛
詩
、
春
秋
、
論
語
な
ど
を
引
い
て

し
め
く
く
っ
た
り
す
る
が
、
内
容
的
に
は
各
帝
王
の
優
劣
賢
愚
の
比
較
論
が
多
い
。

「
漢
の
武
帝
を
観
る
に
雄
才
大
略
な
り
、
前
代
の
何

れ
と
方
ぶ
べ
き
」
、
「
漢
の
昭
帝
、
周
の
成
玉
、
年
幼
な
る
を
以
て
並
び
に
合
間
あ
り
、
執
れ
か
賢
と
為
す
」
の
よ
う
に
聞
い
、
「
(
漢
の
)

明
帝
は
政
治
明
察
な
り
、
孝
宣
に
比
す
べ
く
し
て
度
量
及
ば
ざ
る
な
り
。
章
帝
は
仁
恕
恭
倹
、
太
宗
の
風
あ
り
、
ニ
帝
の
文
景
に
比
ぶ
れ



ば
、
体
を
具
え
て
微
な
り
と
謂
う
ベ
し
」
の
よ
う
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
お
の
お
の
の
才
能
、
手
腕
、
政
策
、
業
績
、

功
罪
、
あ
る
い
は
仁
義
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
主
題
は
興
哀
の
理
を
説
く
に
あ
る
と
、
序
に
い
う
ご
と
く
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
論
に
よ
っ
て
虞
世
南
は
具
体
的
に
理
想
の
帝
王
像
を
つ
く
り
あ
げ
る
の
で
は
な
い
が
、

と
く
に
仁
、
義
、
徳
、
あ

る
い
は
王
道
と
い
う
も
の
を
強
調
し
、
布
衣
か
ら
身
を
起
し
て
帝
業
を
創
め
た
も
の
、
衰
弱
し
た
王
朝
に
中
興
を
も
た
ら
し
た
も
の
を
賛

え
る
。
そ
し
て
、
興
衷
の
理
を
天
意
に
よ
る
も
の
か
、

人
事
に
よ
る
も
の
か
と
断
ず
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
帝
王
論
に
つ
い
て
み
る
と
、

ま
ず

夫
帝
王
者
、

必
立
徳
立
功
、
可
大
可
久
、
経
之
以
仁
義
、
緯
之
以
文
武
、
深
根
回
帯
、
胎
阪
子
孫
、

一
言
一
行
、
以
為
軌
範
、

重
之

高
代
、
為
不
可
易
。
(
巻
三
晋
武
帝
)

と
い
い
さ
ら
に
、

夫
人
君
之
才
、
存
乎
遠
大
之
略
、
在
於
文
徳
武
功
二
途
市
巳
。
其
余
無
足
観
駕
。
文
則
経
天
緯
地
、
詞
令
典
冊
、
武
則
禁
暴
哉
兵
、

安
民
和
衆
、
此
南
面
之
宏
図
也
。
(
巻
二
漢
元
帝
)

ι説
明
す
る
。
元
帝
が
こ
れ
に
惇
る
の
は
、
鼓
宏
、
吹
籍
、
和
声
、
度
曲
の
ご
と
き
、
伶
官
の
務
む
る
と
こ
ろ
を
得
意
と
し
た
か
ら
で
あ

り
、
晋
の
武
帝
は
、
呉
を
平
定
し
た
あ
と
、
邪
僚
や
呉
伎
を
寵
愛
し
、
議
言
を
用
い
て
正
諌
を
拒
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
人
君
た
る
も
の
は
、

い
か
に
文
武
の
略
に
称
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
も
、
武
帝
の
論
に
も
い
う
よ
う
に
、
陰
謀
に
伎
ら
ず
仁
義

に
由
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
漢
宣
帝
)
。

そ
の
仁
義
と
は
な
に
か
の
説
明
は
な
い
が
、

夫
立
人
之
道
、

日
仁
日
義
。
仁
有
愛
育
之
功
、
義
有
断
割
之
用
。
寛
猛
相
済
、
然
後
為
善
。
(
巻
四
宋
文
帝
)

と
い
う
の
は
、
文
帝
が
寛
仁
に
す
ぎ
て
、
太
子
の
殺
逆
に
あ
っ
た
こ
と
を
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
の
宣
帝
は
、
聴
政
に
意
を
尽
く
し
、

一一一一一一
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一
四

賢
良
を
擢
用
し
た
が
、
峻
法
厳
令
と
い
う
点
で
度
量
及
ば
ず
、
光
武
帝
の
仁
義
に
し
て
図
王
の
君
な
る
に
対
し

1

刑
名
に
し
て
図
覇
の
主

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
に
至
つ
て
は
、
仁
義
を
棄
て
て
威
力
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
以
て
呑
併
す
べ
く
し
て
以
て
守

成
す
べ
か
ら
ず
、
訓
え
を
子
孫
に
胎
す
こ
と
貧
暴
あ
る
の
み
」
で
あ
る
。
北
周
の
武
帝
も
、
雄
才
に
し
て
よ
く
華
北
を
統
一
し
た
が
、
そ

れ
は
猛
将
の
奇
才
で
あ
っ
て
人
君
の
度
量
で
は
な
い
。

夫
人
君
之
量
、
必
器
度
宏
遠
、
虚
己
応
物
、
覆
載
。
同
於
天
地
、
信
誓
合
於
寒
喧
、
然
後
万
姓
楽
推
而
不
厭
也
。
(
巻
三
偽
楚
桓
玄
〉

な
の
で
あ
る
。

一
方
、
般
の
湯
王
は
、
武
力
を
も
っ
て
葛
伯
以
下
の
乱
を
平
げ
、
三
十
六
国
を
従
え
た
が
、
焚
を
救
い
溺
を
恐
い
、
も
つ

て
天
下
を
安
ん
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
仁
人
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仁
義
を
兼
備
す
べ
き
入
君
で
あ
る
か
ら
、
道
を
修
め
る
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
匹
庶
と
殊
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

レ、。

人
君
者
居
尊
高
之
地
、
執
生
殺
之
権
、
勢
疾
風
雲
、
カ
捲
山
岳
、
其
威
徳
大
会
、
其
運
行
遠
失
。
夫
修
道
法
、
宜
(
以
弘
済
為
懐
、
仁

一
物
失
所
、
若
己
納
之
於
陸
、
推
此
心
以
及
万
類
、
則
得
道
之
真
也
。
若
乃
沢
不
被
於
行
章
、
化
不
審
於
海
外
。
区
区
一

恕
為
体
。

分
之
善
、
亦
何
取
駕
。
(
巻
四
梁
武
帝
)

と
こ
ろ
が
暗
愚
、
暴
虐
の
君
主
も
あ
と
を
絶
た
ず
、
夏
の
築
、
段
の
約
王
を
は
じ
め
、
漢
の
昌
邑
王
賀
(
海
昏
侯
)
、
斉
の
東
昏
侯
ら
が

と
く
に
甚
し
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
人
間
の
先
天
的
な
性
質
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
帝
位
に
即
い
て
権
力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て

濫
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
道
の
法
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

人
生
市
有
噌
欲
之
性
、
愚
智
所
同
也
。
耳
悦
鰹
錦
之
音
、
目
翫
鹿
憂
之
色
、
口
甘
滋
映
之
味
、
身
安
逸
楽
之
娯
、
比
物
之
常
清
也
。

是
故
聖
人
制
礼
楽
以
防
之
、
設
師
保
以
訓
之
、
使
人
以
名
教
自
節
、
市
趨
仁
義
之
道
。
(
巻
一
段
約
王
)



そ
の
た
め
の
東
宮
教
育
の
方
法
と
し
て
は
、
南
朝
に
く
だ
っ
て
の
論
で
あ
る
が
、
制
度
的
に
は
従
前
の
三
公
三
少
の
制
に
よ
る
こ
と
を

是
と
し
、

そ
の
実
際
的
な
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
唱
え
る
。

公
子
日
、
宋
斉
二
代
、
廃
主
有
玉
。
並
騒
淫
狂
暴
、
前
後
如
一
。
或
身
被
殺
致
、
或
傾
墜
宗
社
、
量
販
性
頑
凶
自
胎
非
命
、
将
天
之

所
棄
用
亡
大
業
者
乎
。

先
生
日
、
夫
木
之
性
真
匠
者
、
探
以
為
輪
、
金
之
性
剛
工
人
、
治
以
為
器
。
宣
天
性
哉
。
蓋
人
事
品
。
唯
上
智
下
愚
、
特
票
異
気
、

中
庸
之
才
、
皆
由
訓
習
。
自
宋
斉
己
来
、
東
宮
師
停
、
備
員
市
己
。
貴
賎
礼
革
、

規
献
無
由
、

具
多
以
位
升
、

牢
由
徳
進
、

善
乎

哉
、
買
生
之
言
目
、
昔
者
成
王
、
幼
在
槻
株
之
中
、
召
公
為
太
保
、
周
公
為
太
停
、
太
公
為
太
師
。
保
則
保
其
身
体
、
偉
則
侍
之
徳

義
、
師
導
之
教
訓
。
比
三
公
之
職
也
。
又
置
三
少
、

日
少
保
、
少
停
、
少
師
。
是
与
太
子
宴
者
。
故
乃
該
提
有
識
。
三
公
三
少
、
固

明
孝
仁
礼
義
、
以
道
習
之
、
遂
去
邪
人
、
不
使
見
悪
行
。
選
天
下
端
士
孝
悌
博
開
有
道
術
者
、
以
翼
衛
之
、
使
与
太
子
居
処
。
故
太

子
生
乃
見
正
事
、
聞
正
言
、
行
正
道
、
左
右
前
後
、
皆
正
人
也
。
夫
習
与
正
人
居
、
不
能
無
正
。
猶
生
長
斉
地
、
不
能
不
斉
言
。
習

与
不
正
人
居
、
猶
生
長
楚
地
、
不
能
不
楚
言
也
。
秦
使
誼
高
偉
胡
亥
、
市
教
之
獄
訟
、
所
習
者
無
非
斬
劇
人
、
則
夷
人
之
三
則
。
故

胡
亥
、
今
日
即
位
、
明
日
射
人
、
忠
諌
者
謂
之
誹
詩
、
深
計
者
謂
之
妖
言
、
視
殺
人
刈
草
菅
。
量
胡
亥
之
性
悪
哉
。
彼
其
所
以
導
之

者
、
非
真
理
故
也
。
故
選
左
右
、
早
教
之
最
急
、
此
玉
君
者
、
票
凡
庸
之
性
、
無
周
召
之
師
、
遠
益
友
之
箆
規
、
狩
小
人
之
近
習
、

以
斯
下
質
、
生
物
楚
言
、
覆
国
亡
身
、
理
数
然
也
。
(
巻
四
斉
東
昏
侯
)

虞
世
南
は
、
布
衣
の
身
か
ら
起
っ
て
帝
業
を
興
し
た
も
の
を
讃
え
る
。
そ
こ
に
と
く
に
理
論
は
み
ら
れ
な
い
が
、
大
別
し
て
二
つ
の
理

由
が
あ
る
。

一
は
匹
夫
の
身
か
ら
剣
首
を
挺
い
て
つ
い
に
覇
業
を
遂
げ
た
、

そ
の
英
雄
の
度
量
で
あ
っ
て
、
漢
の
高
祖
、
宋
の
武
帝
、
陳

二
一
五



二
一
六

の
武
帝
ら
で
あ
る
。
ニ
は
間
閣
か
ら
起
っ
た
た
め
に
民
の
疾
苦
を
知
り
、
立
身
の
倹
素
を
忘
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、
斉
の
武
帝
と
、
や
や

広
義
に
み
て
漢
の
宣
帝
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
帝
の
な
か
で
は
、
や
は
り
漢
の
高
祖
を
評
価
し
、

つ
い
で
宋
の
武
帝
に
つ
い
て

「
漢
祖
の
風
あ
り
、
光
武
の
匹
な
り
」
と
い
い
、
陳
の
武
帝
は
「
宋
武
に
及
ば
ず
、
害
高
に
優
」
り
、
惰
の
文
帝
な
ど
は
、
布
衣
か
ら
起

っ
た
と
い
っ
て
も
外
戚
の
重
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
猫
忌
の
心
を
も
っ
て
亙
墨
の
こ
と
お
こ
り
、
時
な
ら
ず
し
て
滅
亡
す
る
の
も
天
の

亡
す
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
中
興
の
業
を
重
ん
じ
、
略
に
お
い
て
も
「
股
道
復
た
興
る
」
の
よ
う
に
特
記
し
て
い
る
が
、
後
漢
光
武
帝
論
に
中
興
の
諸
君
主
の

論
を
集
め
て
、

公
子
日
、
自
夏
少
康
、
股
太
戊
、
祖
乙
、
盤
庚
、
武
丁
、
至
周
宜
、
周
平
、
漢
光
武
、
皆
中
興
君
。
執
者
為
最
。

先
生
日
、
凡
此
諸
帝
、
皆
能
興
復
先
緒
、
光
啓
王
業
。
其
名
則
問
、
実
則
異
何
者
。
殿
代
数
代
玉
、
因
天
変
而
修
徳
、
或
値
政
衰
市

自
勉
、
中
智
行
之
、
如
或
可
。
至
周
宣
資
部
公
之
力
、
漢
宣
傍
博
陸
之
強
、
有
内
主
駕
、
非
為
難
也
。
光
武
之
世
、
籍
思
漢
之
民
、

諒
残
賊
之
葬
、
取
乱
侮
亡
、
為
功
業
易
。
至
如
少
康
、
夏
氏
之
滅
、
己
二
代
会
開
制
、
貌
然
遺
体
、
身
存
母
苧
、
初
氏
逃
亡
、
生
於
他

国
、
不
及
過
庭
之
訓
、
曾
無
強
近
之
親
、
遭
離
禍
難
、
庇
身
非
所
、
市
能
踏
駈
喪
乱
之
問
、
遂
成
配
天
之
業
。
中
興
之
君
、
斯
為
称

首
。
(
巻
二
〉

と
い
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
な
時
代
観
は
と
も
か
く
と
し
て
、
独
力
で
成
し
と
げ
た
こ
と
を
重
視
す
る
ほ
か
に
、
中
興
の
意
義
を
論
ず
る

の
で
も
な
く
、
と
く
に
注
目
に
値
い
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。



一
代
の
英
主
と
謡
わ
れ
る
太
宗
は
、
秦
王
時
代
に
文
学
館
を
開
設
し
た
よ
う
に
、
賢
能
の
臣
の
登
用
に
す
こ
ぶ
る
意
を
用
い
、
房
玄

齢
、
貌
徴
ら
は
こ
れ
に
こ
た
え
て
よ
く
太
宗
を
輔
け
、
虞
世
南
も
そ
の
有
能
な
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
用
賢
に
つ
い
て
は

や
は
り
強
調
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
夏
の
太
康
の
論
で
公
子
の
聞
に
孝
経
の

天
子
有
争
臣
七
人
、
雄
無
道
不
失
天
下
。
(
諌
争
章
)

を
引
き
、
先
生
の
答
に

何
代
無
賢
用
、
駕
不
用
。
屈
原
非
不
智
也
、
見
放
於
楚
。
子
膏
非
不
忠
也
、
流
戸
於
呉
。
使
二
主
能
用
両
賢
、
則
楚
為
七
国
之
雄
、

呉
作
九
州
之
伯
会
。
(
巻
一
)

と
い
っ
て
、

そ
の
重
要
性
を
説
く
。
伊
予
、
呂
尚
に
つ
い
て
は
も
は
や
特
筆
し
な
い
が
、
太
戊
、
武
丁
は
、

亙
威
、
偉
説
を
得
て
股
道
を

復
興
し
、
宣
王
は
召
穆
公
を
相
と
し
、
進
ん
で
賢
良
の
安
吉
父
、
南
仲
、
方
叔
ら
用
い
て
周
道
を
中
興
し
た
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
略
の
主

要
記
事
で
あ
る
。
晋
の
元
帝
が
江
南
に
再
興
し
た
の
は
王
導
の
輔
佐
に
よ
り
、
斉
の
武
帝
は
よ
く
王
倹
に
委
任
し
て
「
憲
章
依
に
出
て
礼

楽
盛
ん
」
と
な
り
、
後
斉
の
文
宣
帝
は
部
械
忍
虐
を
き
わ
め
た
が
、
万
機
を
楊
情
に
委
ね
て
宗
国
を
保
全
し
え
た
の
で
あ
る
。

「
宰
相
の

人
を
得
た
る
こ
と
斯
れ
美
と
な
」
し
、

「
そ
の
任
用
の
人
を
得
た
る
を
も
っ
て
社
稜
存
す
る
所
以
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
伊
す
と
侍
説
、

王
導
と
謝
安
の
ご
と
き
は
、

「
帝
王
論
」
の
な
か
に
あ
っ
て
と
く
に
独
立
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
用
賢
の
論
を
し
め
く
く

る
の
は
、
後
漢
の
光
武
帝
論
に
み
え
る
つ
ぎ
の
一
節
で
あ
る
。

古
語
云
、
帝
者
与
師
処
、

王
者
与
友
処
、
覇
者
与
臣
処
。
漢
祖
之
臣
、

三
傑
是
也
。

光
武
之
佐
、

廿
八
将
是
也
。

光
武
量
得
以
劉

高
、
呉
漢
、
進
於
張
良
、
韓
信
者
乎

0

・
:
然
漢
祖
功
臣
、
皆
以
強
盛
諒
滅
、

光
武
佐
命
、

悉
用
優
秩
安
全
。

君
臣
之
際
、

良
可
称

也
。
絶
長
補
短
、
抑
其
次
鴬
。
(
巻
二
)

二
一
七



ニ
一
八

虞
世
南
の
歴
史
観
で
も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
は
、
王
朝
の
興
亡
の
原
因
を
天
意
か
人
事
か
問
う
も
の
で
、
結
局
、
天
命
に
よ
っ
て
歴
史

が
動
き
、
あ
る
い
は
歴
史
に
期
運
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
官
頭
の
序
に
お
い
て
、
公
子
に

歴
観
古
今
治
乱
之
主
、
或
年
世
長
遠
、
或
危
亡
殊
滅
。
興
喪
之
理
、
為
何
所
由
、
豊
天
意
乎
、
其
人
事
乎
。
願
釈
所
疑
、
以
桧
宋
管
。

と
問
わ
せ
、
先
生
が
こ
れ
に
「
大
哉
、

此
之
問
也
。
」
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
問
題
は
帝
王
略
論
の
主
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

陳
の
後
主
の
論
に
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
が
、
全
文
を
掲
げ
る
と
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

公
子
日
、
長
城
公
所
以
亡
、
既
聞
之
突
、
此
則
人
事
不
足
、
非
天
道
鴬
。

先
生
日
、
江
左
之
地
、
国
小
兵
弱
。
自
呉
晋
己
来
、
所
以
歴
年
数
百
、
正
以
人
和
地
険
、
用
以
自
固
。
当
陳
末
之
時
、
随
人
新
有
天

下
、
属
精
為
治
、
習
兵
講
武
、
常
有
呑
井
之
心
、
校
其
強
弱
、
信
不
体
会
。
若
値
明
主
賢
臣
、
修
徳
撫
衆
、
加
礼
隣
敵
、
僅
可
保
全

四
境
、
況
至
徳
之
末
、
任
用
非
才
、
軍
旅
弛
廃
。
江
准
雄
回
、
市
弗
之
守
、
欲
求
不
滅
、
其
可
得
乎
。
然
有
期
運
、
使
之
然
也
。

公
子
日
、
何
調
期
運
。

先
生
日
、
陳
氏
永
定
元
年
、
有
会
稽
人
史
湾
、
為
楊
州
従
事
。
武
帝
受
禅
之
目
、
津
倍
関
庭
、
夜
還
宿
黄
門
侍
郎
孔
宗
範
舎
。
夢
、

人
著
朱
衣
武
冠
、
自
天
市
下
、
手
執
金
版
、
上
有
文
字
。
薄
往
看
之
、
其
文
目
、
陳
氏
五
主
舟
四
年
。
看
畢
]
陵
空
而
上
。
既
覚

j

為
宗
範
説
之
。
宗
範
目
、
吾
年
事
己
多
、
此
夢
若
験
、

其
子
孫
之
憂
会
。

自
武
帝
以
至
後
主
、

実
五
世
鴬
。

従
永
定
初
迄
禎
明
之

末
、
又
品
川
四
載
。
諒
知
冥
数
己
兆
、
非
独
人
事
。
陳
亡
之
歳
、
史
薄
尚
存
、
故
詳
録
駕
、
以
説
異
也
。
(
巻
四
)

す
で
に
虞
世
南
誕
生
後
の
話
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
天
運
と
い
う
も
の
を
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
劉
知
幾
は
こ
れ
を

非
難
し
、
史
記
の
同
類
の
例
を
引
い
た
の
ち
に
、

必
如
史
公
之
議
也
、
則
亦
当
以
其
命
有
必
至
理
無
可
辞
、

不
復
嵯
其
智
能
、

領
其
神
武
者
突
、

夫
推
命
而
論
興
滅
、

委
運
市
忘
褒



皮
、
以
之
垂
誠
、
不
其
惑
乎
。
自
弦
以
後
、
作
者
著
述
、
往
往
市
然
、
如
・
:
虞
世
南
帝
王
論
、
・
:
或
述
江
左
陳
氏
之
亡
。
其
理
並
以

命
市
言
、
可
謂
与
子
長
同
病
也
。
(
史
通
巻
二
ハ
雑
説
上
)

と
い
う
の
で
あ
る
が
、

け
だ
し
当
然
の
論
で
あ
ろ
う
。

一方、

人
事
の
な
す
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

公
子
日
、
天
元
所
行
之
事
、
出
人
意
之
表
、
詑
請
奇
怪
、
何
太
甚
乎
。

先
生
日
、
夫
太
山
之
将
崩
、

必
因
抜
壌
、
樹
之
将
折
、
皆
由
蝿
惹
。
国
之
将
亡
、

必
有
妖
章
。
若
夫
天
元
、
周
之
妖
華
也
。
其
詑
請

奇
怪
、
量
足
怪
乎
。
(
巻
五
周
宣
帝
〉

斉
の
東
昏
侯
、

す
な
わ
ち
宝
巻
の
字
も
冥
数
す
で
に
彰
ら
か
で
あ
り
、

後
斉
の
温
公
、

す
な
わ
ち
後
主
も
妖
車
で
あ
る
。

こ
れ
ら
天

意
、
人
事
が
相
参
わ
っ
て
歴
史
が
展
開
す
る
と
い
う
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
虞
世
南
の
結
論
は
、

あ
ら
か
じ
め
序
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ

き
ほ
ど
の
先
生
の
答
の
つ
づ
き
で
あ
る
。

夫
人
之
生
也
、
含
霊
票
気
、
異
乎
草
木
。
有
剛
柔
之
性
、
喜
旧
国
之
情
。
愛
悪
相
攻
、
是
非
生
実
。
群
而
無
主
、
能
無
乱
乎
。
乃
樹
立

君
長
、
為
之
司
牧
、
為
善
、
則
天
降
之
福
、
禎
祥
至
君
、
為
悪
、
則
天
報
之
禍
、
妖
草
生
鴬
。
猶
響
之
応
声
、
影
之
随
形
、
此
必
然

理
也
。
所
謂
禎
祥
者
、
非
止
黄
龍
、
丹
鳳
、
甘
露
、
醒
泉
。
如
周
椿
醸
之
地
、
殿
感
侍
巌
之
夢
、
是
其
祥
也
。
所
詣
妖
章
者
、
非
必

鬼
突
、
山
鳴
、

日
闘
、
星
雲
。
如
周
之
夏
以
、
曹
之
孫
強
、
是
其
葦
也
。
由
是
観
之
、
天
意
人
事
、
相
参
而
成
。

こ
の
よ
う
に
天
が
人
間
の
運
命
を
支
配
し
、
歴
史
の
発
展
に
は
天
命
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
、

一
種
の
災
異
説
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
道
仏
二
教
の
影
響
も
交
っ
て
六
朝
時
代
の
史
書
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
虞
世
南
は
弱
少
の
陳
に
生
ま
れ
、

そ
の
滅
亡
、
す
な
わ
ち

南
朝
の
滅
亡
に
際
会
し
、
惰
に
入
つ
て
は
甥
帝
の
棋
逆
と
と
も
に
兄
を
失
っ
た
。
こ
の
と
き
兄
の
身
代
り
と
す
る
よ
う
に
宇
文
化
及
に
請

二
一
九



二
二

O

う
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
貞
観
政
要
に
も
繰
り
か
え
し
と
り
あ
げ
ら
れ
、
虞
世
南
に
は
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
あ
と
字
文
化
及
、
賓
建
徳
と
倦
立
者
に
仕
え
て
動
乱
の
中
を
生
き
の
び
、
秦
王
李
世
民
に
迎
え
ら
れ
た
。
甥
帝
に
も
太
宗
に
も

毅
然
と
し
た
態
度
を
貫
い
た
虞
世
南
で
あ
る
が
、
こ
の
変
革
期
に
人
生
の
大
半
を
生
き
た
こ
と
が
、

い
よ
い
よ
運
命
論
を
固
め
て
い
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
考
え
か
た
が
仏
教
観
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
と
な
る
と
、
さ
ほ
ど
及
ぼ
す
左
こ
ろ
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

仏
教
に
つ
い
て
は
、
梁
の
武
帝
と
周
の
武
帝
と
に
論
が
あ
る
ロ
前
者
は
武
帝
の
晩
年
の
信
仰
に
関
し
て
一
応
の
仏
教
観
を
示
し
、
後
者

は
道
仏
ニ
教
の
排
棄
に
関
し
て
こ
れ
を
非
と
し
て
い
る
。
梁
武
帝
論
は
い
さ
さ
か
長
い
が
、
全
文
を
掲
げ
る
。

公
子
日
、
梁
武
帝
、
夷
凶
前
期
暴
、
克
成
帝
業
、
南
面
君
臨
五
十
余
歳
、
蓋
有
文
武
之
道
鷲
。
至
於
留
心
釈
典
、
桑
門
比
行
、
以
寓
乗

之
君
、
為
匹
夫
之
善
。
薫
修
弗
験
、
危
亡
己
及
。
量
其
道
非
邪
、
何
福
謙
之
無
効
也
。

先
生
日
、
夫
釈
教
者
、
蓋
出
世
之
津
梁
、
絶
塵
之
軌
燭
。
運
於
方
寸
之
内
、
市
超
有
無
之
表
、
塵
累
既
尽
、
禁
縁
己
息
。
然
後
入
於

解
脱
之
門
、
至
於
化
俗
之
法
。
則
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
神
、
禅
足
、
智
恵
、
是
為
六
波
羅
密
。
与
夫
仁
、
義
、
礼
、
智
、
亦
何
殊
哉
。
葦

以
取
修
為
因
、
其
報
為
果
。
入
修
此
六
行
、
多
皆
不
全
、
有
一
関
車
局
、
果
亦
随
減
。
是
以
酸
明
醜
於
貌
而
恵
於
心
、
越
壱
高
於
才
市

下
於
位
、
羅
哀
富
市
無
義
、
原
憲
貧
市
有
道
、
其
不
同
也
。
如
斯
懸
絶
、
興
喪
得
失
、
威
必
由
之
。
市
下
士
庸
夫
、
見
比
干
割
心
、

以
為
忠
賢
、
不
可
為
也
。
開
催
王
之
亡
国
、
以
為
仁
義
、
不
足
法
也
。
若
然
者
、
盗
路
高
枕
於
東
陵
。
荘
蹄
懸
車
於
西
萄
、
考
終
版

命
、
良
足
貴
乎
。
所
望
深
識
、
君
子
得
之
於
斯
論
。
(
巻
四
)

周
武
帝
論
に
も
、



釈
氏
之
法
則
、
有
空
市
無
滞
、
人
我
兼
忘
、
超
出
生
死
、
帰
於
寂
滅
、
象
外
之
談
也
。
(
巻
五
)

と
は
あ
る
が
、
梁
武
帝
論
の
後
半
は
仏
教
か
ら
そ
れ
て
し
ま
い
、
六
波
羅
密
は
仁
義
礼
智
と
お
な
じ
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
周
武
帝
論
の

つ
づ
き
に
「
王
化
に
益
あ
り
、
俗
輿
に
掃
く
な
し
」
と
い
う
の
に
通
ず
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
仏
教
は
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

道
教
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、

老
子
之
義
、
則
谷
神
不
死
、
玄
牝
当
存
、
長
生
久
視
、
騰
龍
駕
鶴
、
区
中
之
教
也
。

と
あ
る
の
み
で
、
さ
ほ
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。

十

虞
世
南
の
帝
王
論
の
概
要
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
略
と
異
な
っ
て
「
文
辞
膚
浅
」
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
各
帝
王
ご
と
に
略

を
受
け
て
論
じ
ら
れ
る
た
め
に
、

つ
ま
り
各
論
の
み
で
あ
っ
て
総
論
が
な
い
た
め
に
、

そ
の
帝
王
像
は
な
か
な
か
掴
み
に
く
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
全
巻
を
通
じ
て
、
伝
統
的
な
儒
教
的
な
歴
史
観
が
濃
厚
で
、

そ
れ
は
例
示
し
た
論
の
す
べ
て
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

J

P

-

d

r

、A

1
L
争
J

，刀

っ
て
、
肢
の
湯
、
周
の
文
、
武
王
の
よ
う
な
古
代
の
政
治
に
理
想
を
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
虞
世
南
は
南
朝
の
陳
か
ら
字
文
化
及
、

賓
建
徳
の
配
下
、

そ
し
て
惰
と
乱
世
を
変
転
し
て
唐
に
入
り
、

一
転
し
て
そ
の
創
業
期
に
脚
光
を
浴
び
た
だ
け
に
、

そ
の
な
か
に
歴
史
の

結
果
を
肯
定
的
に
眺
め
る
一
面
が
あ
り
、

さ
ら
に
ま
た
災
異
説
を
信
奉
し
て
天
が
人
間
の
運
命
、

ひ
い
て
は
歴
史
を
支
配
す
る
と
考
え
る

相
反
し
た
一
面
が
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
帝
王
略
論
が
お
そ
ら
く
は
太
宗
の
治
政
の
参
考
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
だ
け
に
、

そ

の
貞
観
初
頭
を
窺
わ
せ
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
周
の
平
王
が
東
遷
し
て
錆
京
を
放
棄
し
た
の
も
、
こ
の
遷
都
に
よ
っ
て
以
後
廿
余
世
三
百

年
の
あ
い
だ
宗
室
を
存
続
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

な
ん
の
談
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
い
、
後
漢
の
順
帝
や
章
帝
を
か
な
り
評
価
し
、

ま

一一一一一
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た
陳
朝
の
命
運
を
天
意
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
、
乏
し
い
ス
ペ
ー
ス
に
瑞
祥
、
悪
徴
を
お
り
こ
み
、

あ
る
い
は
東
晋
末
の
衰
勢

は
張
華
、
裳
鯨
ら
の
儒
雅
が
い
か
に
努
力
し
て
も
も
は
や
ど
う
に
も
建
て
な
お
せ
る
も
の
で
な
く
、
命
代
の
英
雄
が
出
現
し
な
く
て
は
収

拾
で
き
な
い
、

と
い
う
ご
と
き
で
あ
る
。

帝
王
略
論
は
、

正
史
の
書
目
で
は
史
部
雑
史
や
子
部
雑
家
に
著
録
さ
れ
る
が
、

ほ
か
に
虞
世
南
撰
の
史
書
の
名
は
み
え
な
い
。
太
平
御

覧
な
ど
に
「
史
略
」

一
条
の
引
用
が
あ
り
、
書
名
か
ら
い
っ
て
史
籍
と
思
わ
れ
る
が
、
太
平
御
覧
巻
首
の
経
史
図
書
綱
目
に
み
え
ず
、
記

(
幻
)

事
の
内
容
は
、
時
事
部
春
の
項
に
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
取
紅
花
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
史
通
に
よ
れ
ば
、
惰
の
甥
帝
は
著
作
郎
の
ほ

か
に
起
居
舎
人
二
員
を
置
き
、
中
書
省
に
属
し
て
内
史
を
担
当
さ
せ
、
虞
世
南
ら
を
こ
れ
に
任
じ
て
、
時
に
人
を
得
た
も
の
と
称
せ
ら
れ

た
と
い
う
(
巻
二
史
官
建
置
)
か
ら
、
虞
世
南
は
陪
に
お
い
て
史
官
で
あ
っ
た
。
通
志
の
総
序
の
曲
筆
を
非
難
し
た
例
に
、
虞
世
南
は
修

書
に
預
り
、
父
の
虞
姦
や
叔
父
の
虞
寄
の
た
め
に
嘉
伝
を
作
っ
た
と
あ
る
の
は
、
陳
史
を
撰
述
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
い
ず
れ
も
現
在
に
伝
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
虞
世
南
の
史
学
は
そ
の
姿
を
と
ど
め
ず
、

そ
の
史
観
を
窺
え
る
も
の
は
こ
の
帝
王
略
論
を

お
い
て
な
い
。
帝
王
略
論
は
や
は
り
史
部
に
入
れ
て
よ
か
ろ
う
が
、
本
来
、
帝
王
学
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
も
王
重
民
氏
の

い
う
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
、

か
な
ら
ず
し
も
高
度
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
太
宗
の
治
政
の
参
考
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

む
し
ろ
太
宗

と
「
共
に
経
史
を
観
」
、
「
論
ず
る
ご
と
に
古
先
の
帝
王
の
為
政
得
失
に
及
」
ん
だ
論
議
の
要
約
で
、
高
宗
以
下
が
対
象
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
受
け
て
論
ず
る
形
式
を
と
っ
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
論
の
前
提
と
な
る
事

そ
の
た
め
に
、

ま
ず
ひ
と
と
お
り
略
史
を
述
べ
、

項
が
す
べ
て
略
述
さ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
諸
帝
王
の
比
較
論
が
多
い
な
か
で
、

そ
の
例
、
あ
る
い
は
虞
世
南
一
流
の
比
喰
が
、
過
程
が
省

略
さ
れ
、
飛
躍
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
b
、
虞
世
南
の
こ
れ
ら
の
帝
王
論
が
、
初
唐
の
史
学
興
隆
の
一
役
を
担
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。
高
祖
の
武
徳
五
年
末
に
詔



勅
が
発
せ
ら
れ
な
が
ら
沙
汰
や
み
に
な
っ
て
い
た
玉
朝
史
の
編
纂
が
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
期
を
は
さ
ん
で
、
貞
観
三
年
か
ら
実
現
の
運
び

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
虞
世
南
は
こ
の
事
業
に
直
接
参
加
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
太
宗
に
そ
の
決
断
を
促
し
、

さ
ら
に
は
親

こ
の
事
業
に
預
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
く
晋
書
の
論
賛
の
筆
を
と
ら
せ
る
ほ
ど
の
気
運
を
つ
く
っ
た
と
い
う
形
で
、

そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
前
朝
史
の
官
撰
と
い
う
唐
代
史
学
の
特
質
の
形
成
に
も
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、

本
稿
は
帝
王
略
論
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
虞
世
南
の
帝
王
論
に
は
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

ちF

、ー・

の
書
の
利
用
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
が
先
決
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
金
沢
文
庫
本
、
敦
僅
本
、

そ
し
て
通
歴
な
ど
の
引
用
文
を
集
成
す
る
こ

と
で
、
今
後
そ
の
点
に
も
意
を
用
い
た
い
と
思
う
。

註
(

1

)

 

(
2〉

(

3

)

 

(

4

)

 

(

5

)

 

(

6

)

 

(

7

)

 

昭
和
七
年
(
一
九
三
一
一
)
一

O
月
二

O
日
付
東
京
日
日
新
聞
で
、
巻
頭
の
写
真
入
り
で
あ
る
。
目
賭
書
語
(
一
九
四
八
年
・
弘
文
堂
)
所
収
。

巴
饗
敦
健
残
巻
紋
録
(
一
九
三
六
年
、
商
務
印
書
館
)
。
敦
短
古
籍
紋
録
(
一
九
五
八
年
・
同
)
所
収
。

敦
健
秘
籍
留
真
新
篇
上
巻
(
一
九
四
七
年
・
国
立
台
湾
大
学
)
。

貞
観
政
要
巻
二
、
巻
一
五
に
も
と
づ
く
。
な
お
、
こ
の
章
の
記
事
は
、

内
藤
乾
吉
・
虞
世
南
に
つ
い
て

(
書
道
全
集
第
七
巻
・
一
九
五
五
年
・

平
凡
社
)
に
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

陳
書
巻
一
九
、
南
史
巻
六
九
虞
嘉
伝
。

陪
書
巻
六
七
、
北
史
巻
八
三
文
苑
虞
世
基
伝
。

陳
書
巻
三

O
、
南
史
巻
六
九
顧
野
王
伝
。
両
唐
志
に
「
陳
書
三
巻
」
と
あ
る
の
は
、

史
通
巻
二
一
に
「
陳
史
初
有
呉
郡
顧
野
玉
、

北
地
偉
静
、

各
為
撰
史
学
士
、
其
武
文
二
帝
紀
、
即
顧
停
所
修
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

一一一一一一一



(

8

)

 

〈

9
)

ハ
叩
)

(

日

)

(

ロ

)

(

日

)

〈

M
)

〈

日

)

(

日

)

(

ロ

)

(

国

)

(

四

)

(

加

)

(

幻

〉

惰
志
は
一
七
四
巻
と
す
る
が
、
両
唐
志
、
崇
文
総
目
な
ど
は
一
七
三
巻
、
さ
ら
に
宋
志
、

広
陶
刊
の
通
行
本
も
一
六

O
巻
で
あ
る
。

唐
会
要
巻
六
四
文
学
館
。

前
掲
、
巴
饗
敦
拍
居
残
巻
叙
録
。

四
明
叢
書
第
一
集
(
一
九
三
二
年
〉
。

金
沢
文
庫
図
録
上
(
一
九
三
五
年
・
幽
学
社
)
。

関
靖
・
金
沢
文
庫
の
研
究
、
四
七
八
l
九
頁
(
一
九
五
一
年
・
講
談
社
)
。

第
四
篇
/""'¥ 

新
訂
増
補
国
史
大
系
第

。
巻
下

第
二
篇
〈
国
史
大
系
巻
五
四
〉
。

公
氏
の
兄
の
在
公
は
、
弘
安
八
年
(
一
二
八
五
)
従
三
位
に
殺
せ
ら
れ
、

ニ
ニ
四

中
興
書
目
な
ど
は
一
六
O
巻
と
し
、
光
緒
一
四
年
孔

一
O
年
に
残
し
た
が
、

二
三
二
)
で
、
長
経
の
康
元
二
年
三
二
五
七
)
よ
り
か
な
り
早
い
。
公
氏
も
長
経
よ
り
年
長
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
庫
全
書
総
目
提
要
巻
一
一
七
子
部
雑
家
。

旧
唐
書
巻
一
五
七
、
新
唐
書
巻
一
六
三
馬
総
伝
。

北
史
巻
六
、
七
、
八
斉
本
紀
、
巻
一

O
周
本
紀
下
、
巻
二
、

貞
観
政
要
巻
二
任
賢
第
三
。

一
二
階
本
紀
。

文
章
得
業
生
に
な
っ
た
の
が
貞
永
二
年
(

虞
世
南
史
略
日
五
斉
産
土
深
妻
雀
林
義
之
女
、
有
才
学
、
春
日
以
桃
花
蹟
児
面
一
一
時
間
切
、
呪
目
、
取
紅
花
取
白
雪
与
児
洗
面
作
光
悦
、
取
白
雪
取

紅
花
与
児
洗
面
作
光
沢
、
取
雪
白
取
花
紅
与
児
洗
面
作
華
容
。
(
太
平
御
覧
巻
ニ

O
〉


